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平成30年の皇太子殿下行啓を記念して、船頭平閘門に関わるコラム「船ちゃんのこぼれ話」の掲載を始めました。

夕
べ
が
池
と
円
鏡
寺
　（
北
方
町
柱
本
）

　
北
方
町
の
東
の
端
、
岐
阜
市
と
の
境
に
あ
る
夕
べ
が
池
に
は
、
千
年
よ
り
前
に
弘
法

大
師
さ
ま
が
お
建
て
に
な
っ
た
と
い
う
円
鏡
寺
に
ま
つ
わ
る
伝
承
が
い
く
つ
も
残
っ
て

い
ま
す
。

　
円
鏡
寺
の
宝
物
と
さ
れ
て
い
る
紺
紙
金
泥
の
大
般
若
経
は
、
夕
べ
が
池
の
な
か
か
ら
、

お
経
を
く
わ
え
た
大
き
な
牛
が
現
れ
て
、
お

寺
の
和
尚
さ
ん
に
届
け
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
牛
は
来
た
道
を
戻
っ
て
、
夕
べ
が
池

に
入
っ
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。

　
円
鏡
寺
に
は
、
夕
べ
が
池
か
ら
浮
か
ん
で
き
た

水
の
玉
が
あ
っ
て
、
日
照
り
で
困
っ
た
と
き
は
、

こ
の
玉
を
拝
む
と
雨
が
降
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
こ

の
玉
は
池
か
ら
浮
か
ん
で
き
た
と
き
に
は
、
ポ
ヤ
ポ

ヤ
し
た
軟
ら
か
い
玉
で
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
硬
く
な
っ

て
今
の
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
。

　
円
鏡
寺
の
境
内
に
弁
財
天
を
祀
る
た
め
池
を
掘
る
こ
と
と

な
り
、
人
夫
が
一
鍬
打
ち
こ
む
と
、
地
中
か
ら
目
も
く
ら
む
ば
か
り
の
光
が
放
た
れ
、
み

な
め
ま
い
し
て
卒
倒
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
し
ば
ら
く
し
て
み
ご
と
な
明
鏡
が
現
わ

れ
る
と
、
見
る
間
に
立
派
な
池
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
ゆ
え
に
、
こ
の
寺
を
池
鏡
山
円

鏡
寺
と
称
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

出
典
：
『
北
方
町
史
　
通
史
編
』
　
昭
和
五
十
七
年
　
北
方
町

　
　
　
『
濃
飛
史
譚
』
　
昭
和
四
十
二
年
　
岐
阜
県
人
協
会
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木曽三川　歴史・文化の調査研究資料
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一
体
化
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清
流
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和
公
園

『夕べが池』
　　夕べが池は、水辺の環境に恵まれ岐阜県の名水50選に選ばれており、また深い沼地が一晩（夕べ）にしてすっかり池に変わったと
　いう伝説が残っています。 現在は、夕べが池自然公園として散策路や四阿が整備され、休日には家族連れなどで賑わっています。

船ちゃんのこぼれ話 第十二話
ふね

「煉瓦の積み方あれこれ」
　船頭平閘門は、約180万個の煉瓦を積み上げ造られています。その煉瓦の積み方は、明治

初期はフランス積（正式にはフランドル積）が主流でしたが、次第にイギリス積が増え、明治

20（1887）年頃からはイギリス積が主流となっていきました。イギリス積は、フランス積よ

りも、作業が簡単で丈夫とされたことから、明治後半頃は土木工事において標準の工法とされ

ていました。

　フランス積（写真1）は、横一列の段に、煉瓦の長手（ながて）と小口（こぐち）が交互に並

んでいます。一方、イギリス積（写真2）は、長手の段、その下に小口の段という積み方です。

よく、フランス積は「ツー・テン・ツー・テン」、イギリス積は「ツー・ツー（次の段で）テン・

テン」という様に言われたりします。他にも、アメリカ積、ドイツ積など色々な積み方がある

のですが、今回は、イギリス十字積（旧オランダ積：写真3）を紹介します。

　この積み方は、イギリス積に似ているのですが、角の処理が少し違うのと、長手の段の目地

が半分ずつずれている（写真2、3の赤線参照）のが特徴です。日本では、菅島灯台付属官舎（明

治６（1873）年築）・石井閘門（明治13（1880）年築）・旧日本毛織加古川事務所倉庫（大正

11（1922）年築）など数点しか現存していない珍しい積み方です。もともとオランダで主流

の積み方で、アムステルダムではほとんどがこの積み方だそうです。石井閘門は、ファン・

ドールンの設計で、職工長は、オランダ人技師でしたので、その影響があるのかもしれません。

　では、船頭平閘門の積み方は？現地にお越しの際には、ぜひ考えてみて下さい。

写真1　横須賀市猿島　東京湾要塞跡

　　　　（明治 14～17年築）

長手長手 小口小口

写真2　工部省品川硝子製造所

　（現在は明治村に移築：明治10年頃築）

写真3　菅島灯台付属官舎

（現在は明治村に移築：明治14～17年築）



糸貫川と東山道の地に建つ
円鏡寺

　
北
方
町
の
円
鏡
寺
は
、
高
野
山
真
言
宗
で
別
格
本
山

と
い
う
高
い
寺
格
を
誇
る
古
刹
で
す
。
本
山
は
、
日
本

の
仏
教
の
特
定
の
宗
派
内
に
お
い
て
、
特
別
な
位
置
づ

け
を
さ
れ
て
い
る
寺
院
を
指
し
、
上
方
本
寺
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

　
宗
派
に
よ
っ
て
は
中
枢
機
能
を
有
す
る
寺
院
も
多

く
、
位
置
づ
け
に
よ
っ
て
、
総
本
山
、
大
本
山
、
別
格

本
山
、
本
山
な
ど
の
区
分
が
あ
り
ま
す
。

　
対
義
語
は
末
寺
と
い
い
、
江
戸
時
代
に
仏
教
界
を
統

制
す
る
た
め
、
本
末
制
度
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

糸貫川と東山道の地に建つ
円鏡寺
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史
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史
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史
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岐
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一
． 

高
野
山
真
言
宗
別
格
本
山

　
　
円
鏡
寺
の
立
地

　
本
巣
郡
北
方
町
は
、
岐
阜
県
の
南
西
部
、
濃
尾
平
野

の
北
部
に
位
置
し
、
面
積
は
五
・
一
八
㎢
と
狭
い
も
の

の
、
旧
本
巣
郡
の
行
政
的
・
経
済
的
・
文
化
的
な
中
心

地
と
し
て
歴
史
的
伝
統
を
誇
っ
て
き
ま
し
た
。

　
町
域
は
、
根
尾
川
の
扇
状
地
末
端
か
ら
、
か
つ
て
の

糸
貫
廃
川
の
旧
河
床
・
自
然
堤
防
・
後
背
湿
地
が
こ
れ

に
続
き
、
海
抜
十
六
ｍ
か
ら
八
ｍ
の
緩
い
傾
斜
の
平
野

部
に
な
っ
て
い
ま
す
。
扇
状
地
末
端
は
湧
水
地
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
早
く
か
ら
水
田
耕
作
が
始
ま
る
地
域
が
多

く
、
当
地
も
早
く
か
ら
人
々
の
定
住
が
あ
っ
た
と
推
察

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
が
古
代
以
降
の
当
地

の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
古
代
の
官
道
で
あ
る
東
山
道
が
、
町
の
北
部
を
東
西

に
直
線
的
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
東
山
道
は
、
中
央
政

府
が
国
府
か
ら
国
府
を
結
ん
で
設
け
た
官
道
で
、
三
十

里
（
今
の
四
里
六
町
に
あ
た
る
）
を
基
準
と
し
て
駅
を

設
け
ま
し
た
。
延
喜
式
で
は
、
大
野
駅
（
揖
斐
郡
大
野

町
川
合
付
近
）
の
次
が
方
県
駅
（
岐
阜
市
）
と
し
て
い

る
の
で
、
本
巣
郡
に
駅
は
無
か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
、
北
方
町
の
北
部
で
東
山
道
は
糸
貫
川
と
交
差
し

て
お
り
、
川
岸
に
は
渡
河
が
困
難
な
場
合
の
宿
な
ど
が

形
成
さ
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
の
西
部
を
南
流
す
る
糸
貫
川
は
、
現
在
は
席
田
用

水
か
ら
分
流
し
て
長
良
川
に
注
ぐ
小
河
川
で
す
が
、
こ

の
川
筋
は
奈
良
時
代
前
半
に
起
こ
っ
た
と
さ
れ
る
洪
水

以
降
、
根
尾
川
本
流
の
大
河
川
で
し
た
（
根
尾
川
本
流

は
、
享
禄
三
（
一
五
三
〇
）
年
の
大
洪
水
で
現
在
の
河

道
に
変
わ
っ
た
）
。

　
糸
貫
川
は
、
平
安
時
代
に
は
東
山
道
を
往
来
す
る
旅

人
に
よ
っ
て
都
で
も
広
く
知
ら
れ
る
存
在
で
、
催
馬
楽

に
「
席
田
の
伊
津
貫
川
に
住
む
鶴
の
千
歳
を
予
ね
て
ぞ

遊
び
あ
へ
る
」
と
あ
り
、
そ
の
ほ
か
に
も
藤
原
道
経
や

一
条
兼
良
が
糸
貫
川
を
歌
に
詠
み
こ
ん
で
い
ま
す
。

　
平
安
時
代
に
な
る
と
、
糸
貫
川
の
東
岸
、
東
山
道
沿

い
と
い
う
交
通
の
要
衝
に
円
鏡
寺
が
建
立
さ
れ
ま
し

た
。
当
時
の
寺
院
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
核
施

設
の
側
面
を
有
し
、
ま
た
東
山
道
を
旅
す
る
人
々
の
拠

点
と
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。

 

二
． 

円
鏡
寺
の
創
建
と
発
展

　
『
北
方
町
史
』
で
は
円
鏡
寺
の
創
建
の
歴
史
に
つ
い

て
、
『
新
撰
美
濃
志
』
を
拠
り
所
と
し
て
、
「
円
鏡
寺
は

池
鏡
山
補
陀
落
院
と
号
し
、
真
言
宗
古
義
也
。
弘
仁
年

中
、
禁
閥
に
紫
雲
の
祥
瑞
あ
り
け
れ
ば
、
弘
法
大
師
勅

命
を
奉
じ
、
其
瑞
雲
の
本
原
を
た
づ
ね
て
此
地
に
来
り
、

自
ら
不
動
の
尊
像
を
彫
み
て
、
此
院
に
安
置
し
、
定
照

院
と
名
づ
く
。
」
と
記
し
て
い
ま
す
。

　
弘
法
大
師
の
巡
錫
（
僧
が
、
各
地
を
め
ぐ
り
歩
い
て

教
え
を
広
め
る
こ
と
）
が
美
濃
国
で
な
さ
れ
な
か
っ
た

こ
と
は
、
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
『
新
撰
美

濃
志
』
が
伝
え
る
創
建
由
緒
は
、
弘
法
大
師
創
建
を
伝

え
る
諸
寺
の
共
通
説
話
で
あ
り
、
史
実
と
は
言
い
得
ま

せ
ん
。
た
だ
東
山
道
に
南
接
し
、
糸
貫
川
の
東
岸
に
あ

た
る
当
地
に
、
寺
院
が
営
ま
れ
て
旅
ゆ
く
人
々
が
行
旅

の
安
全
を
祈
り
、
ま
た
人
々
に
宿
舎
・
休
憩
所
を
提
供

し
た
こ
と
は
疑
い
な
く
、
大
河
を
横
切
る
場
合
は
不
時

に
備
え
て
川
岸
に
滞
留
所
と
し
て
宿
泊
施
設
を
建
て
る

こ
と
が
あ
り
、
円
鏡
寺
は
そ
の
中
心
施
設
で
し
た
。

　
東
山
道
の
官
道
と
し
て
の
役
割
は
、
時
代
が
進
む
に

つ
れ
て
衰
え
ま
し
た
が
、
一
般
人
の
道
と
し
て
の
役
割

は
続
い
て
い
き
ま
し
た
の
で
、
円
鏡
寺
の
役
割
は
減
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
円
鏡
寺
の
文
化
財
か

ら
推
考
し
て
、
鎌
倉
・
室
町
期
の
円
鏡
寺
は
隆
盛
で
あ
っ

た
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

　
永
禄
十
（
一
五
六
七
）
年
十
一
月
の
織
田
信
長
朱
印

状
（
円
鏡
寺
蔵
文
書
）
は
、
当
寺
に
対
し
て
は
新
儀

諸
役
を
免
除
し
て
お
り
、
天
正
十
七
（
一
五
八
九
）
年

十
一
月
の
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
（
同
文
書
）
で
は
、
当
寺

に
屋
敷
方
二
十
一
石
二
斗
、
寺
廻
三
十
石
、
合
計
五
十

一
石
二
斗
を
寄
進
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
も
代
々

同
高
の
寺
領
が
安
堵
さ
れ
、
諸
役
免
除
地
と
さ
れ
て
お

り
（
「
徳
川
秀
忠
朱
印
状
写
」
「
徳
川
家
光
朱
印
状
写
」

同
文
書
な
ど
）、
本
町
・
新
町
は
、
円
鏡
寺
の
門
前
町

と
し
て
発
展
し
て
き
た
町
で
す
。

三
． 

円
鏡
寺
の
文
化
財

　
円
鏡
寺
の
本
尊
は
、
木
造
漆
箔
の
聖
観
音
立
像
で
国

指
定
重
要
文
化
財
と
な
っ
て
お
り
、
補
陀
落
上
人
が
聖

観
音
を
ま
つ
っ
て
本
尊
と
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
聖
観
音
は
高
さ
五
尺
五
寸
の
等
身
大
で
、
つ
つ
ま
し

や
か
に
両
手
に

蓮
華
を
捧
げ
て

岩
座
の
上
に
立

つ
姿
で
あ
り
、

造
像
様
式
は
寄

木
彫
刻
、
眼
皆

金
色
、
宝
髻
は

低
く
、
宝
冠
台

は
外
へ
開
い
て

眼
は
伏
し
目
、

袈
裟
の
表
現
に

並
行
線
を
用
い

て
い
ま
す
。
刀

法
は
浅
く
幾
分

硬
直
な
感
じ
が

し
ま
す
が
、
目

立
っ
た
補
修
の

あ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
普
通
、
聖
観
音
と
い
え
ば
左
手
に
未
敷
蓮
（
蓮
の
苟

の
つ
い
た
茎
）
を
持
ち
、
右
の
手
先
で
そ
の
苞
を
ひ
き

開
か
せ
よ
う
と
す
る
姿
で
す
が
、
円
鏡
寺
の
観
音
は
そ

れ
と
異
な
り
、
二
十
五
菩
薩
の
一
尊
と
し
て
の
場
合
や

弥
陀
三
尊
の
脇
侍
と
し
て
の
場
合
の
よ
う
に
両
手
で
開

い
た
蓮
を
捧
げ
て
い
ま
す
。
平
安
時
代
後
期
の
よ
う
な

優
美
な
作
風
で
す
が
、
や
や
形
式
的
な
気
分
が
み
ら
れ

る
た
め
に
、
鎌
倉
初
期
の
彫
刻
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
尊
が
鎌
倉
時
代
の
造
顕
で
あ
れ
ば
、
寺
の
創
始
を
鎌

倉
時
代
と
す
る
説
も
出
る
の
で
し
ょ
う
が
、
こ
れ
は
平

安
期
創
設
の
寺
が
何
ら
か
の
理
由
（
火
災
・
水
災
な
ど

が
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
）
で
亡
失
し
た
た
め
、
堂

宇
が
再
建
さ
れ
、
そ
の
本
尊
と
し
て
納
ま
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
所
蔵
す
る
仏
像
で
は
、
木
造
不
動
明
王
立
像
も
国
指

定
重
要
文
化
財
で
あ
り
、
日
本
三
不
動
尊
の
一
つ
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
不
動
明
王
は
、
弘
法
大
師
御
彫
刻

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
事
実
と
し
て
は
鎌
倉
時
代

初
期
の
造
作
で
す
。
寄
木
造
彫
眼
彩
色
の
手
法
に
よ
っ

て
、
右
手
を
腰
に
あ
て
剣
を
と
り
、
左
手
に
羅
索
を
提

げ
て
岩
上
に
立
ち
、
そ
の
面
貌
は
忿
怒
の
想
を
な
し
、

左
の
目
は
眇
で
固
く
閉
じ
た
口
唇
か
ら
上
下
一
本
ず
つ

の
牙
を
出
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
姿
は
密
教
の
約
束
で
あ
る
儀
式
に
従
っ
た
形
相

で
す
が
、
極
端
な
誇
張
的
表
現
に
陥
ら
な
い
で
、
む
し

ろ
穏
健
な
写
実
に
の
せ
て
乱
れ
を
み
せ
な
い
作
風
は
鎌

倉
初
期
の
代
表
作
の
一
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
楼
門
（
二
階
建
て
の
門
で
、
一
階
部
分
に
屋
根
を
持

た
な
い
門
の
総
称
）
も
国
指
定
重
要
文
化
財
で
、
三
間

一
戸
楼
門
造
、
屋
根
入
母
屋
造
桧
皮
葺
、
正
面
柱
問

（
五
・
四
ｍ
）
中
央
一
問
（
一
・
七
ｍ
）
の
両
開
き
の

扉
が
あ
っ
て
、
左
右
に
金
剛
力
士
像
が
安
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
勾
配
の
緩
や
か
な
屋
根
と
腰
の
均
整
が
極
め
て

優
雅
に
出
来
て
お
り
、
明
治
神
宮
南
楼
門
の
建
造
モ
デ

ル
と
な
っ
た
こ
と
で
高
名
で
す
。
こ
の
楼
門
の
様
式
に

よ
っ
て
建
築
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
鎌
倉
の
寿
福
寺
・

建
長
寺
・
円
覚
寺
、
京
都
で
は
建
仁
寺
・
東
福
寺
・
南

禅
寺
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
現
存
の
も
の
は
少
な
く
円

覚
寺
の
舎
利
殿
・
東
大
寺
大
佛
殿
の
南
大
門
・
醍
醐
寺

の
経
蔵
な
ど
少
数
が
見
ら
れ
る
だ
け
で
す
。

　
ま
た
、
楼
門
左
右
の
金
剛
力
士
像
も
国
指
定
重
要
文

化
財
で
あ
り
、
運
慶
作
と
伝
え
ら
れ
、
寄
木
式
玉
眼
嵌

入
、
筋
肉
の
表
現
も
殊
更
誇
張
し
た
と
こ
ろ
が
無
く
、

む
し
ろ
温
雅
な
作
風
で
、
鎌
倉
初
期
の
仁
王
像
と
し
て

貴
重
な
彫
刻
で
す
。
阿
形
は
八
尺
一
寸
一
分
五
厘
、
吽

形
は
八
尺
一
寸
一
分
で
、
台
座
は
高
一
尺
五
寸
の
方
及

大
面
取
框
座
で
阿
吽
同
型
で
す
。

　
円
鏡
寺
は
、
上
記
四
点
の
国
指
定
重
要
文
化
財
の
ほ

か
、
県
の
文
化
財
十
一
点
、
町
の
文
化
財
二
十
五
点
を

所
有
し
て
お
り
、
「
美
濃
の
正
倉
院
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
大
師
堂
の
庭
園
に
あ
る
樹
齢
推
定
二
百
年
余
、

幹
周
り
三
メ
ー
ト
ル
、
樹
高
九
メ
ー
ト
ル
の
モ
チ
の
木

が
天
然
記
念
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。
木
は
庭
木
と
し
て

手
入
れ
さ
れ
て
お
り
、
十
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
広
が
り

を
も
つ
枝
ぶ
り
に
人
為
的
な
美
し
さ
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。
こ
の
木
は
、
別
名
「
夫
婦
和
合
の
モ
チ
」
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

円鏡寺　楼門

<提供：北方町役場政策財政課 >

円鏡寺（本堂）

 旧糸貫川、東山道の推定位置と現在の円鏡寺

<出典：国土地理院ウェブサイト「標準地図」に加筆 >

織田信長朱印状（円鏡寺）<提供：北方町役場政策財政課 >

木造金剛力士像（円鏡寺）<提供：北方町役場政策財政課 >

木造不動明王立像（円鏡寺）

<提供：北方町役場政策財政課 >
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糸貫川と東山道の地に建つ
円鏡寺

　
北
方
町
の
円
鏡
寺
は
、
高
野
山
真
言
宗
で
別
格
本
山

と
い
う
高
い
寺
格
を
誇
る
古
刹
で
す
。
本
山
は
、
日
本

の
仏
教
の
特
定
の
宗
派
内
に
お
い
て
、
特
別
な
位
置
づ

け
を
さ
れ
て
い
る
寺
院
を
指
し
、
上
方
本
寺
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

　
宗
派
に
よ
っ
て
は
中
枢
機
能
を
有
す
る
寺
院
も
多

く
、
位
置
づ
け
に
よ
っ
て
、
総
本
山
、
大
本
山
、
別
格

本
山
、
本
山
な
ど
の
区
分
が
あ
り
ま
す
。

　
対
義
語
は
末
寺
と
い
い
、
江
戸
時
代
に
仏
教
界
を
統

制
す
る
た
め
、
本
末
制
度
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

糸貫川と東山道の地に建つ
円鏡寺

■
参
考
文
献

『
北
方
町
史
　
通
史
編
』
　昭

和
五
十
七
年
　
北
方
町

『
糸
貫
町
史
　
通
史
編
』
　昭

和
五
十
七
年
　
糸
貫
町

『
濃
飛
の
文
化
財
』

昭
和
二
十
九
年
　
岐
阜
県
文
化
財
協
会

一
． 

高
野
山
真
言
宗
別
格
本
山

　
　
円
鏡
寺
の
立
地

　
本
巣
郡
北
方
町
は
、
岐
阜
県
の
南
西
部
、
濃
尾
平
野

の
北
部
に
位
置
し
、
面
積
は
五
・
一
八
㎢
と
狭
い
も
の

の
、
旧
本
巣
郡
の
行
政
的
・
経
済
的
・
文
化
的
な
中
心

地
と
し
て
歴
史
的
伝
統
を
誇
っ
て
き
ま
し
た
。

　
町
域
は
、
根
尾
川
の
扇
状
地
末
端
か
ら
、
か
つ
て
の

糸
貫
廃
川
の
旧
河
床
・
自
然
堤
防
・
後
背
湿
地
が
こ
れ

に
続
き
、
海
抜
十
六
ｍ
か
ら
八
ｍ
の
緩
い
傾
斜
の
平
野

部
に
な
っ
て
い
ま
す
。
扇
状
地
末
端
は
湧
水
地
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
早
く
か
ら
水
田
耕
作
が
始
ま
る
地
域
が
多

く
、
当
地
も
早
く
か
ら
人
々
の
定
住
が
あ
っ
た
と
推
察

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
が
古
代
以
降
の
当
地

の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
古
代
の
官
道
で
あ
る
東
山
道
が
、
町
の
北
部
を
東
西

に
直
線
的
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
東
山
道
は
、
中
央
政

府
が
国
府
か
ら
国
府
を
結
ん
で
設
け
た
官
道
で
、
三
十

里
（
今
の
四
里
六
町
に
あ
た
る
）
を
基
準
と
し
て
駅
を

設
け
ま
し
た
。
延
喜
式
で
は
、
大
野
駅
（
揖
斐
郡
大
野

町
川
合
付
近
）
の
次
が
方
県
駅
（
岐
阜
市
）
と
し
て
い

る
の
で
、
本
巣
郡
に
駅
は
無
か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
、
北
方
町
の
北
部
で
東
山
道
は
糸
貫
川
と
交
差
し

て
お
り
、
川
岸
に
は
渡
河
が
困
難
な
場
合
の
宿
な
ど
が

形
成
さ
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
の
西
部
を
南
流
す
る
糸
貫
川
は
、
現
在
は
席
田
用

水
か
ら
分
流
し
て
長
良
川
に
注
ぐ
小
河
川
で
す
が
、
こ

の
川
筋
は
奈
良
時
代
前
半
に
起
こ
っ
た
と
さ
れ
る
洪
水

以
降
、
根
尾
川
本
流
の
大
河
川
で
し
た
（
根
尾
川
本
流

は
、
享
禄
三
（
一
五
三
〇
）
年
の
大
洪
水
で
現
在
の
河

道
に
変
わ
っ
た
）
。

　
糸
貫
川
は
、
平
安
時
代
に
は
東
山
道
を
往
来
す
る
旅

人
に
よ
っ
て
都
で
も
広
く
知
ら
れ
る
存
在
で
、
催
馬
楽

に
「
席
田
の
伊
津
貫
川
に
住
む
鶴
の
千
歳
を
予
ね
て
ぞ

遊
び
あ
へ
る
」
と
あ
り
、
そ
の
ほ
か
に
も
藤
原
道
経
や

一
条
兼
良
が
糸
貫
川
を
歌
に
詠
み
こ
ん
で
い
ま
す
。

　
平
安
時
代
に
な
る
と
、
糸
貫
川
の
東
岸
、
東
山
道
沿

い
と
い
う
交
通
の
要
衝
に
円
鏡
寺
が
建
立
さ
れ
ま
し

た
。
当
時
の
寺
院
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
核
施

設
の
側
面
を
有
し
、
ま
た
東
山
道
を
旅
す
る
人
々
の
拠

点
と
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。

 

二
． 

円
鏡
寺
の
創
建
と
発
展

　
『
北
方
町
史
』
で
は
円
鏡
寺
の
創
建
の
歴
史
に
つ
い

て
、
『
新
撰
美
濃
志
』
を
拠
り
所
と
し
て
、
「
円
鏡
寺
は

池
鏡
山
補
陀
落
院
と
号
し
、
真
言
宗
古
義
也
。
弘
仁
年

中
、
禁
閥
に
紫
雲
の
祥
瑞
あ
り
け
れ
ば
、
弘
法
大
師
勅

命
を
奉
じ
、
其
瑞
雲
の
本
原
を
た
づ
ね
て
此
地
に
来
り
、

自
ら
不
動
の
尊
像
を
彫
み
て
、
此
院
に
安
置
し
、
定
照

院
と
名
づ
く
。
」
と
記
し
て
い
ま
す
。

　
弘
法
大
師
の
巡
錫
（
僧
が
、
各
地
を
め
ぐ
り
歩
い
て

教
え
を
広
め
る
こ
と
）
が
美
濃
国
で
な
さ
れ
な
か
っ
た

こ
と
は
、
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
『
新
撰
美

濃
志
』
が
伝
え
る
創
建
由
緒
は
、
弘
法
大
師
創
建
を
伝

え
る
諸
寺
の
共
通
説
話
で
あ
り
、
史
実
と
は
言
い
得
ま

せ
ん
。
た
だ
東
山
道
に
南
接
し
、
糸
貫
川
の
東
岸
に
あ

た
る
当
地
に
、
寺
院
が
営
ま
れ
て
旅
ゆ
く
人
々
が
行
旅

の
安
全
を
祈
り
、
ま
た
人
々
に
宿
舎
・
休
憩
所
を
提
供

し
た
こ
と
は
疑
い
な
く
、
大
河
を
横
切
る
場
合
は
不
時

に
備
え
て
川
岸
に
滞
留
所
と
し
て
宿
泊
施
設
を
建
て
る

こ
と
が
あ
り
、
円
鏡
寺
は
そ
の
中
心
施
設
で
し
た
。

　
東
山
道
の
官
道
と
し
て
の
役
割
は
、
時
代
が
進
む
に

つ
れ
て
衰
え
ま
し
た
が
、
一
般
人
の
道
と
し
て
の
役
割

は
続
い
て
い
き
ま
し
た
の
で
、
円
鏡
寺
の
役
割
は
減
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
円
鏡
寺
の
文
化
財
か

ら
推
考
し
て
、
鎌
倉
・
室
町
期
の
円
鏡
寺
は
隆
盛
で
あ
っ

た
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

　
永
禄
十
（
一
五
六
七
）
年
十
一
月
の
織
田
信
長
朱
印

状
（
円
鏡
寺
蔵
文
書
）
は
、
当
寺
に
対
し
て
は
新
儀

諸
役
を
免
除
し
て
お
り
、
天
正
十
七
（
一
五
八
九
）
年

十
一
月
の
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
（
同
文
書
）
で
は
、
当
寺

に
屋
敷
方
二
十
一
石
二
斗
、
寺
廻
三
十
石
、
合
計
五
十

一
石
二
斗
を
寄
進
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
も
代
々

同
高
の
寺
領
が
安
堵
さ
れ
、
諸
役
免
除
地
と
さ
れ
て
お

り
（
「
徳
川
秀
忠
朱
印
状
写
」
「
徳
川
家
光
朱
印
状
写
」

同
文
書
な
ど
）、
本
町
・
新
町
は
、
円
鏡
寺
の
門
前
町

と
し
て
発
展
し
て
き
た
町
で
す
。

三
． 

円
鏡
寺
の
文
化
財

　
円
鏡
寺
の
本
尊
は
、
木
造
漆
箔
の
聖
観
音
立
像
で
国

指
定
重
要
文
化
財
と
な
っ
て
お
り
、
補
陀
落
上
人
が
聖

観
音
を
ま
つ
っ
て
本
尊
と
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
聖
観
音
は
高
さ
五
尺
五
寸
の
等
身
大
で
、
つ
つ
ま
し

や
か
に
両
手
に

蓮
華
を
捧
げ
て

岩
座
の
上
に
立

つ
姿
で
あ
り
、

造
像
様
式
は
寄

木
彫
刻
、
眼
皆

金
色
、
宝
髻
は

低
く
、
宝
冠
台

は
外
へ
開
い
て

眼
は
伏
し
目
、

袈
裟
の
表
現
に

並
行
線
を
用
い

て
い
ま
す
。
刀

法
は
浅
く
幾
分

硬
直
な
感
じ
が

し
ま
す
が
、
目

立
っ
た
補
修
の

あ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
普
通
、
聖
観
音
と
い
え
ば
左
手
に
未
敷
蓮
（
蓮
の
苟

の
つ
い
た
茎
）
を
持
ち
、
右
の
手
先
で
そ
の
苞
を
ひ
き

開
か
せ
よ
う
と
す
る
姿
で
す
が
、
円
鏡
寺
の
観
音
は
そ

れ
と
異
な
り
、
二
十
五
菩
薩
の
一
尊
と
し
て
の
場
合
や

弥
陀
三
尊
の
脇
侍
と
し
て
の
場
合
の
よ
う
に
両
手
で
開

い
た
蓮
を
捧
げ
て
い
ま
す
。
平
安
時
代
後
期
の
よ
う
な

優
美
な
作
風
で
す
が
、
や
や
形
式
的
な
気
分
が
み
ら
れ

る
た
め
に
、
鎌
倉
初
期
の
彫
刻
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
尊
が
鎌
倉
時
代
の
造
顕
で
あ
れ
ば
、
寺
の
創
始
を
鎌

倉
時
代
と
す
る
説
も
出
る
の
で
し
ょ
う
が
、
こ
れ
は
平

安
期
創
設
の
寺
が
何
ら
か
の
理
由
（
火
災
・
水
災
な
ど

が
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
）
で
亡
失
し
た
た
め
、
堂

宇
が
再
建
さ
れ
、
そ
の
本
尊
と
し
て
納
ま
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
所
蔵
す
る
仏
像
で
は
、
木
造
不
動
明
王
立
像
も
国
指

定
重
要
文
化
財
で
あ
り
、
日
本
三
不
動
尊
の
一
つ
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
不
動
明
王
は
、
弘
法
大
師
御
彫
刻

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
事
実
と
し
て
は
鎌
倉
時
代

初
期
の
造
作
で
す
。
寄
木
造
彫
眼
彩
色
の
手
法
に
よ
っ

て
、
右
手
を
腰
に
あ
て
剣
を
と
り
、
左
手
に
羅
索
を
提

げ
て
岩
上
に
立
ち
、
そ
の
面
貌
は
忿
怒
の
想
を
な
し
、

左
の
目
は
眇
で
固
く
閉
じ
た
口
唇
か
ら
上
下
一
本
ず
つ

の
牙
を
出
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
姿
は
密
教
の
約
束
で
あ
る
儀
式
に
従
っ
た
形
相

で
す
が
、
極
端
な
誇
張
的
表
現
に
陥
ら
な
い
で
、
む
し

ろ
穏
健
な
写
実
に
の
せ
て
乱
れ
を
み
せ
な
い
作
風
は
鎌

倉
初
期
の
代
表
作
の
一
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
楼
門
（
二
階
建
て
の
門
で
、
一
階
部
分
に
屋
根
を
持

た
な
い
門
の
総
称
）
も
国
指
定
重
要
文
化
財
で
、
三
間

一
戸
楼
門
造
、
屋
根
入
母
屋
造
桧
皮
葺
、
正
面
柱
問

（
五
・
四
ｍ
）
中
央
一
問
（
一
・
七
ｍ
）
の
両
開
き
の

扉
が
あ
っ
て
、
左
右
に
金
剛
力
士
像
が
安
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
勾
配
の
緩
や
か
な
屋
根
と
腰
の
均
整
が
極
め
て

優
雅
に
出
来
て
お
り
、
明
治
神
宮
南
楼
門
の
建
造
モ
デ

ル
と
な
っ
た
こ
と
で
高
名
で
す
。
こ
の
楼
門
の
様
式
に

よ
っ
て
建
築
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
鎌
倉
の
寿
福
寺
・

建
長
寺
・
円
覚
寺
、
京
都
で
は
建
仁
寺
・
東
福
寺
・
南

禅
寺
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
現
存
の
も
の
は
少
な
く
円

覚
寺
の
舎
利
殿
・
東
大
寺
大
佛
殿
の
南
大
門
・
醍
醐
寺

の
経
蔵
な
ど
少
数
が
見
ら
れ
る
だ
け
で
す
。

　
ま
た
、
楼
門
左
右
の
金
剛
力
士
像
も
国
指
定
重
要
文

化
財
で
あ
り
、
運
慶
作
と
伝
え
ら
れ
、
寄
木
式
玉
眼
嵌

入
、
筋
肉
の
表
現
も
殊
更
誇
張
し
た
と
こ
ろ
が
無
く
、

む
し
ろ
温
雅
な
作
風
で
、
鎌
倉
初
期
の
仁
王
像
と
し
て

貴
重
な
彫
刻
で
す
。
阿
形
は
八
尺
一
寸
一
分
五
厘
、
吽

形
は
八
尺
一
寸
一
分
で
、
台
座
は
高
一
尺
五
寸
の
方
及

大
面
取
框
座
で
阿
吽
同
型
で
す
。

　
円
鏡
寺
は
、
上
記
四
点
の
国
指
定
重
要
文
化
財
の
ほ

か
、
県
の
文
化
財
十
一
点
、
町
の
文
化
財
二
十
五
点
を

所
有
し
て
お
り
、
「
美
濃
の
正
倉
院
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
大
師
堂
の
庭
園
に
あ
る
樹
齢
推
定
二
百
年
余
、

幹
周
り
三
メ
ー
ト
ル
、
樹
高
九
メ
ー
ト
ル
の
モ
チ
の
木

が
天
然
記
念
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。
木
は
庭
木
と
し
て

手
入
れ
さ
れ
て
お
り
、
十
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
広
が
り

を
も
つ
枝
ぶ
り
に
人
為
的
な
美
し
さ
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。
こ
の
木
は
、
別
名
「
夫
婦
和
合
の
モ
チ
」
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

円鏡寺　楼門

<提供：北方町役場政策財政課 >

円鏡寺（本堂）

 旧糸貫川、東山道の推定位置と現在の円鏡寺

<出典：国土地理院ウェブサイト「標準地図」に加筆 >

織田信長朱印状（円鏡寺）<提供：北方町役場政策財政課 >

木造金剛力士像（円鏡寺）<提供：北方町役場政策財政課 >

木造不動明王立像（円鏡寺）

<提供：北方町役場政策財政課 >

え
ん   

ぎ  

し
き

か
た
が
た

む
し
ろ

だ

き
ょ
う

ろ
く

さ
い
　
ば
　
ら

こ
　
さ
つ

い
　
つ
　
ぬ
き

し
ん
せ
ん

み

の

し

ち

き
ょ
う

ざ
ん

ふ

だ

ら
く
い
ん

　

こ
　
ぎ
　な
り

そ
の
ず
い
う
ん

じ
ゅ
ん

し
ゃ
く

よ
せ

ぎ
ち
ょ
う

こ
く

が
ん
か
い

こ
ん
じ
き

ほ
う
け
い

み
　
ふ

れ
ん

ほ
う

ど
う

う

よ
せ

ぎ
づ
く
り

ち
ょ
う

が
ん
さ
い
し
ょ
く

ら

さ
く

ふ
ん

ぬ

す
が
め

や
　
ね
　
い
り

も

や

づ
く
り

ひ
わ
だ

ぶ
　
き

だ
い
ぶ
つ
で
ん

う
ん
け
い

お
お
め
ん
と
り
か
ま
ち

ざ

え
い
ろ
く

て
ん
し
ょ
う

地域の歴史地域の歴史

12



　
岐
阜
県
北
方
町
の
西
を
流
れ
る
糸
貫
川
の
水
辺
に
、

小
川
が
特
徴
的
な
公
園
「
清
流
平
和
公
園
」
が
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
公
園
に
は
、
目
の
行
き
届
く
ほ
ど
良
い
広
さ
の

芝
生
と
、糸
貫
川
に
注
ぐ
浅
い
小
川
（
せ
せ
ら
ぎ
水
路
）

が
あ
り
、
子
供
連
れ
で
も
安
心
し
て
遊
べ
て
ゆ
っ
く
り

の
ん
び
り
し
た
時
間
が
す
ご
せ
る
場
を
形
成
し
て
い
ま

す
。

　
園
内
に
は
、
広
島
・
長
崎
で
被
爆
し
た
ア
オ
ギ
リ
と

ク
ス
ノ
キ
の
二
世
苗
木
が
植
え
ら
れ
、
「
平
和
の
鐘
」

と
と
も
に
平
和
へ
の
願
い
が
託
さ
れ
て
い
ま
す
。

河川と公園を一体化した
清流平和公園

■
参
考
文
献

『
土
木
技
術
資
料 

5
8
-
5
(
2
0
1
6
)

　
ま
ち
づ
く
り
と

　
連
携
し
た
川
づ
く
り
～
本
巣
郡
北
方
町
の
清
流
平

　
和
公
園
と
糸
貫
川
～
』
　
二
〇
一
六
　

一
般
財
団
法
人
土
木
研
究
セ
ン
タ
ー

『
水
辺
を
ま
ち
に
ひ
ら
く
』
糸
貫
川 

清
流
平
和
公

　
園
の
水
辺
　
土
木
学
会
デ
ザ
イ
ン
賞
授
賞
式
プ
レ

　
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

2
0
1
7

　

岐
阜
大
学
流
域
圏
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
　
原
田
守
啓

一
． 

北
方
町
に
よ
る
糸
貫
川

　
　
「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」

　
北
方
町
は
、
江
戸
期
以
来
、
周
辺
地
域
の
商
業
の

中
心
地
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。
国
道
三
〇
三
号

で
岐
阜
市
街
と
結
ば
れ
、
ま
た
大
垣
市
街
と
も
近
い

の
で
、
両
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
近
年
住
宅
地

化
が
進
行
し
、
町
は
岐
阜
県
下
の
市
町
村
で
も
っ
と

も
面
積
が
小
さ
く
も
っ
と
も
人
口
密
度
が
高
い
自
治

体
と
な
っ
て
お
り
、
町
全
体
を
一
つ
の
公
園
に
み
た

て
、
自
然
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
快
適
な
環
境
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
北
方
町
高
屋
地
内
で
は
、
商
業
施
設
や
住
宅
等
を

誘
致
す
る
こ
と
を
目
的
に
土
地
区
画
整
理
事
業
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
糸
貫
川
沿
い
に

土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
用
地
に

公
園
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
整
備
前
の
建
設
予
定
地
周
辺
は
、
糸
貫
川
に
沿
っ

た
広
い
高
水
敷
に
草
む
ら
が
広
が
っ
て
お
り
、
糸
貫

川
の
低
水
路
、
高
水
敷
、
地
盤
が
高
い
公
園
用
地
の

三
段
に
別
れ
、
そ
れ
ら
を
護
岸
、
法
面
が
隔
て
て
い

ま
し
た
。
当
初
計
画
で
は
、
河
川
と
公
園
の
管
理
境

界
を
明
確
に
す
る
意
図
も
あ
り
、
元
の
地
形
を
そ
の

ま
ま
用
い
た
設
計
で
、
糸
貫
川
と
公
園
は
単
に
隣
接

し
て
い
る
関
係
で
し
た
。

　
し
か
し
糸
貫
川
は
、
本
巣
市
の
ホ
タ
ル
公
園
を
は

じ
め
、
住
宅
地
や
商
業
施
設
に
隣
接
し
た
親
水
施
設

が
多
数
整
備
さ
れ
て
お
り
、
地
域
住
民
に
よ
る
清
掃

活
動
や
小
中
学
校
の
環
境
学
習
が
取
組
ま
れ
る
な
ど
、

地
域
と
の
関
わ
り
が
深
い
川
で
す
。
そ
こ
で
北
方
町

は
、
糸
貫
川
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
に
引
き
出

し
、
市
民
の
癒
し
の
場
と
す
る
た
め
、「
水
辺
を
ま
ち

に
ひ
ら
く
」
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
掲
げ
、
河
川

と
公
園
の
一
体
化
を
意
図
し
た
計
画
へ
と
大
幅
な
方

針
転
換
を
図
り
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
公
園
に
親
水
機
能
を
持
た
せ
る
よ
う

に
、
高
水
敷
の
一
部
を
公
園
用
地
に
利
用
し
、
水
辺

に
接
す
る
計
画
に
し
ま
し
た
が
、
低
水
路
護
岸
は
連

続
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
張
護
岸
で
、
高
水
敷
（
公
園
予

定
地
）
か
ら
水
際
（
低
水
路
）
へ
の
往
来
が
困
難
な
状

態
で
し
た
。

　
北
方
町
は
、
計
画
の
実
現
に
向
け
て
、
河
川
護
岸

の
改
修
を
含
め
た
整
備
を
行
う
た
め
に
、
国
土
交
通

省
の
「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
支
援
制
度
を
活
用
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
は
、
地
域
の

景
観
、
歴
史
、
文
化
及
び
観
光
施
設
な
ど
の
資
源
や

地
域
の
知
恵
を
活
か
し
、
市
町
村
及
び
地
元
住
民
、

河
川
管
理
者
の
連
携
の
も
と
、
河
川
空
間
と
ま
ち
空

間
が
融
合
し
た
良
好
な
空
間
形
成
を
目
指
す
取
組
み

で
、
平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
度
か
ら
全
国
で
整

備
計
画
を
公
募
し
、
登
録
し
た
事
業
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
北
方
町
は
、「
北
方
町
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計

画
」
を
作
成
し
、
平
成
二
十
五
（
二
〇
一
三
）
年
八
月

に
国
へ
申
請
、
同
年
十
一
月
に
登
録
さ
れ
、
こ
れ
に

よ
り
河
川
管
理
者
で
あ
る
岐
阜
県
が
護
岸
の
改
修
を

行
い
、
北
方
町
と
連
携
し
て
公
園
整
備
を
進
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
親
水
空
間
の
整
備
で
は
、「
公
園
と
し
て
の
管
理
と

多
自
然
川
づ
く
り
の
両
立
」
や
「
治
水
上
及
び
河
川
利

用
上
の
安
全
・
安
心
の
確
保
」
な
ど
の
課
題
を
解
決
す

る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
北
方
町
は
、
土
木
研
究
所

自
然
共
生
研
究
セ
ン
タ
ー
や
岐
阜
大
学
に
協
力
を
依

頼
し
、
技
術
的
な
支
援
を
受
け
事
業
を
進
め
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
既
設
護
岸
の
切
り
下
げ
に
伴
う
洪
水

時
の
安
全
性
及
び
撤
去
後
の
地
形
処
理
に
つ
い
て
は
、

自
然
共
生
研
究
セ
ン
タ
ー
が
水
理
解
析
等
に
基
づ
い

て
検
討
を
行
い
、
治
水
上
支
障
の
な
い
範
囲
を
特
定

す
る
な
ど
、
安
全
性
の
確
保
に
注
力
し
て
設
計
を
行

い
ま
し
た
。

　
ま
た
治
水
上
の
問
題
と
し
て
は
、
高
水
敷
を
公
園

地
と
す
る
た
め
河
川
内
植
樹
が
不
可
欠
と
な
る
の
で
、

「
河
川
区
域
内
に
お
け
る
樹
木
の
伐
採
・
植
樹
基
準
」

を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
計
画
で
は
、
水
理

検
討
に
よ
る
安
全
性
評
価
に
加
え
各
種
流
出
防
止
策

を
講
じ
、
さ
ら
に
管
理
計
画
を
予
め
制
定
し
て
基
準

を
ク
リ
ア
し
ま
し
た
。

二
． 

公
園
の
建
設
と
運
用

　
平
成
二
十
五
（
二
〇
一
三
）
年
三
月
か
ら
始
め
た
設

計
が
翌
平
成
二
十
六
（
二
〇
一
四
）
年
三
月
に
完
了

し
、
同
年
五
月
に
建
設
を
開
始
、
平
成
二
十
七
（
二
〇

一
五
）
年
三
月
に
清
流
平
和
公
園
は
完
成
し

ま
し
た
。
整
備
に
あ
っ
た
っ
て
、
既
設
の
低

水
路
護
岸
の
一
部
を
切
り
下
げ
て
、
水
際
か

ら
遊
具
エ
リ
ア
ま
で
の
空
間
を
緩
勾
配
に
よ

る
一
連
の
地
形
と
す
る
こ
と
で
、
河
川
と
公

園
が
一
体
と
な
っ
た
親
水
空
間
が
創
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
公
園
は
三
つ
の
エ
リ
ア
で
構
成
さ
れ
、
一

つ
目
は
大
小
の
す
べ
り
台
が
あ
る
コ
ン
ビ
遊

具
が
メ
イ
ン
の
遊
具
エ
リ
ア
、
二
つ
目
は
河

川
区
域
内
の
比
較
的
平
坦
な
場
所
に
芝
生
を

敷
き
つ
め
た
イ
ベ
ン
ト
エ
リ
ア
、
そ
し
て
三

つ
目
は
糸
貫
川
に
注
ぐ
細
い
小
川
「
せ
せ
ら

ぎ
水
路
」
が
設
け
ら
れ
た
親
水
エ
リ
ア
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
せ
せ
ら
ぎ
水
路
の
水
源
は
浅
井
戸

か
ら
の
揚
水
で
す
が
、
そ
の
最
上
流
部
に
は

小
水
力
発
電
機
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ

で
発
電
し
蓄
え
ら
れ
た
電
力
は
、
公
園
内
の
夜
間
照

明
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
こ
の
発
電
機
は
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
循
環
、
小
水

力
発
電
の
基
礎
知
識
を
学
べ
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
公
園
の
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、
生
物
保
護
活
動
や

環
境
教
育
に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。
着
工
前
に
実
施

し
た
生
物
調
査
で
は
、
カ
ワ
ヒ
ガ
イ
や
ミ
ナ
ミ
メ
ダ

カ
な
ど
の
希
少

な
水
生
生
物
を

確

認

し

て

お

り
、
河
川
の
瀬

替
え
や
床
掘
り

を
実
施
す
る
際

に
は
、
地
元
の

小
学
生
や
高
校

生
と
の
協
働
に

よ
り
、
水
生
生

物
を
工
事
の
影

響
が
な
い
区
間

へ
移
す
生
物
保

護
活
動
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、

県
の
野
生
生
物

保
護
推
進
委
員

を
招
き
、
糸
貫

川
に
生
息
す
る

水
生
生
物
に
関

す
る
勉
強
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
ま

た
、
北

方

町
で
は
平
成
二

十

七
（
二
〇
一

五
）
年

度

か

ら

全
て
の
小
学
校
（
四
年
生
）
を
対
象
に
、
清
流
平
和
公

園
に
お
い
て
川
を
題
材
と
し
た
総
合
学
習
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
河
川
管
理
者
で
あ
る
県
の
岐
阜
土
木
事

務
所
は
職
員
を
講
師
や
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
派
遣
し
、

総
合
学
習
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
環
境
教
育
と
併

せ
て
水
難
事
故
の
防
止
に
向
け
た
啓
発
活
動
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
公
園
の
供
用
開
始
後
も
利
用
状
況
を
確
認
し
て
、

川
遊
び
に
夢
中
に
な
っ
た
子
ど
も
達
が
ど
こ
か
ら
で

も
公
園
に
戻
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
糸
貫
川
の
左

岸
（
公
園
側
）
の
寄
り
洲
に
石
の
小
道
を
新
た
に
設
置

す
る
な
ど
、
親
水
機
能
の
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。

三
． 

土
木
学
会
デ
ザ
イ
ン
賞
を

　
　
受
賞

　
平
成
二
十
八
（
二
〇
一
六
）
年
、「
清
流
平
和
公
園
の

水
辺
」
が
土
木
学
会
デ
ザ
イ
ン
賞
の
優
秀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
土
木
学
会
デ
ザ
イ
ン
賞
は
、
平
成
十
三
（
二

〇
〇
一
）
年
に
創
設
さ
れ
た
、
公
益
社
団
法
人
土
木
学

会
景
観
・
デ
ザ
イ
ン
委
員
会
が
主
催
す
る
顕
彰
制
度

で
、
正
式
名
称
は
「
土
木
学
会
景
観
・
デ
ザ
イ
ン
委
員

会
デ
ザ
イ
ン
賞
」
と
い
い
ま
す
。
公
募
対
象
を
広
く
土

木
構
造
物
や
公
共
的
な
空
間
に
求
め
、
計
画
や
設
計

技
術
、
制
度
の
活
用
、
組
織
活
動
の
創
意
工
夫
に
よ
っ

て
周
辺
環
境
や
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
景
観
の
創
造

や
保
全
を
実
現

し
た
作
品
お
よ

び
そ
れ
ら
の
実

現
に
貢
献
し
た

関
係
者
や
関
係

組
織
を
顕
彰
し

て
い
ま
す
。

　
選
考
結
果
の

講
評
に
は
、「
と

に
か
く
み
ん
な

楽

し

ん

で

い

る
。
大
人
も
子

ど

も
も

犬
も
。

広
々
と
し
た
芝
生
。
斜
面
。
空
間
を
分
節
す
る
鉄
塔

と
樹
木
。
人
は
駆
け
回
り
、
滑
り
、
横
に
な
り
、
佇
む
。

実
に
手
頃
で
生
き
生
き
と
し
た
せ
せ
ら
ぎ
。
ち
ょ
う

ど
良
い
腰
掛
け
。
人
は
水
の
感
触
を
楽
し
み
、
涼
み
、

笑
い
、
見
守
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
人
工
的
な
要
素
に

よ
っ
て
、
い
つ
の
間
に
か
導
か
れ
た
本
物
の
川
。
そ

こ
に
潜
む
生
き
物
。
網
を
片
手
に
川
に
繰
り
出
す
人

は
、
み
な
真
剣
な
眼
差
し
で
あ
る
。
狩
猟
本
能
が
日

頃
使
わ
な
い
神
経
と
感
覚
を
呼
び
覚
ま
す
。
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
買
物
に
行
っ
た
つ
い
で
に
、
こ
ん
な

に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
る
と
は
、
最
高
の
福
祉
で

あ
る
。
」（
一
部
抜
粋
）
と
あ
り
ま
し
た
。

清流平和公園　せせらぎ水路　

護岸撤去後を想定した水理計算による流速の計算結果

<出典：『水辺をまちにひらく』糸貫川 清流平和公園の水辺

土木学会デザイン賞授賞式プレゼンテーション 2017

岐阜大学流域圏科学研究センター　原田守啓 >

園内に設置された小水力発電施設

過年度の利用状況

<提供：北方町役場都市環境課 >

過年度の KITAGATA 清流フェスの様子

<提供：北方町役場都市環境課 >

一級河川糸貫川

地域の治水・利水地域の治水・利水
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岐
阜
県
北
方
町
の
西
を
流
れ
る
糸
貫
川
の
水
辺
に
、

小
川
が
特
徴
的
な
公
園
「
清
流
平
和
公
園
」
が
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
公
園
に
は
、
目
の
行
き
届
く
ほ
ど
良
い
広
さ
の

芝
生
と
、糸
貫
川
に
注
ぐ
浅
い
小
川
（
せ
せ
ら
ぎ
水
路
）

が
あ
り
、
子
供
連
れ
で
も
安
心
し
て
遊
べ
て
ゆ
っ
く
り

の
ん
び
り
し
た
時
間
が
す
ご
せ
る
場
を
形
成
し
て
い
ま

す
。

　
園
内
に
は
、
広
島
・
長
崎
で
被
爆
し
た
ア
オ
ギ
リ
と

ク
ス
ノ
キ
の
二
世
苗
木
が
植
え
ら
れ
、
「
平
和
の
鐘
」

と
と
も
に
平
和
へ
の
願
い
が
託
さ
れ
て
い
ま
す
。

河川と公園を一体化した
清流平和公園
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献
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北
方
町
に
よ
る
糸
貫
川

　
　
「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」

　
北
方
町
は
、
江
戸
期
以
来
、
周
辺
地
域
の
商
業
の

中
心
地
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。
国
道
三
〇
三
号

で
岐
阜
市
街
と
結
ば
れ
、
ま
た
大
垣
市
街
と
も
近
い

の
で
、
両
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
近
年
住
宅
地

化
が
進
行
し
、
町
は
岐
阜
県
下
の
市
町
村
で
も
っ
と

も
面
積
が
小
さ
く
も
っ
と
も
人
口
密
度
が
高
い
自
治

体
と
な
っ
て
お
り
、
町
全
体
を
一
つ
の
公
園
に
み
た

て
、
自
然
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
快
適
な
環
境
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
北
方
町
高
屋
地
内
で
は
、
商
業
施
設
や
住
宅
等
を

誘
致
す
る
こ
と
を
目
的
に
土
地
区
画
整
理
事
業
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
糸
貫
川
沿
い
に

土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
用
地
に

公
園
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
整
備
前
の
建
設
予
定
地
周
辺
は
、
糸
貫
川
に
沿
っ

た
広
い
高
水
敷
に
草
む
ら
が
広
が
っ
て
お
り
、
糸
貫

川
の
低
水
路
、
高
水
敷
、
地
盤
が
高
い
公
園
用
地
の

三
段
に
別
れ
、
そ
れ
ら
を
護
岸
、
法
面
が
隔
て
て
い

ま
し
た
。
当
初
計
画
で
は
、
河
川
と
公
園
の
管
理
境

界
を
明
確
に
す
る
意
図
も
あ
り
、
元
の
地
形
を
そ
の

ま
ま
用
い
た
設
計
で
、
糸
貫
川
と
公
園
は
単
に
隣
接

し
て
い
る
関
係
で
し
た
。

　
し
か
し
糸
貫
川
は
、
本
巣
市
の
ホ
タ
ル
公
園
を
は

じ
め
、
住
宅
地
や
商
業
施
設
に
隣
接
し
た
親
水
施
設

が
多
数
整
備
さ
れ
て
お
り
、
地
域
住
民
に
よ
る
清
掃

活
動
や
小
中
学
校
の
環
境
学
習
が
取
組
ま
れ
る
な
ど
、

地
域
と
の
関
わ
り
が
深
い
川
で
す
。
そ
こ
で
北
方
町

は
、
糸
貫
川
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
に
引
き
出

し
、
市
民
の
癒
し
の
場
と
す
る
た
め
、「
水
辺
を
ま
ち

に
ひ
ら
く
」
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
掲
げ
、
河
川

と
公
園
の
一
体
化
を
意
図
し
た
計
画
へ
と
大
幅
な
方

針
転
換
を
図
り
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
公
園
に
親
水
機
能
を
持
た
せ
る
よ
う

に
、
高
水
敷
の
一
部
を
公
園
用
地
に
利
用
し
、
水
辺

に
接
す
る
計
画
に
し
ま
し
た
が
、
低
水
路
護
岸
は
連

続
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
張
護
岸
で
、
高
水
敷
（
公
園
予

定
地
）
か
ら
水
際
（
低
水
路
）
へ
の
往
来
が
困
難
な
状

態
で
し
た
。

　
北
方
町
は
、
計
画
の
実
現
に
向
け
て
、
河
川
護
岸

の
改
修
を
含
め
た
整
備
を
行
う
た
め
に
、
国
土
交
通

省
の
「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
支
援
制
度
を
活
用
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
は
、
地
域
の

景
観
、
歴
史
、
文
化
及
び
観
光
施
設
な
ど
の
資
源
や

地
域
の
知
恵
を
活
か
し
、
市
町
村
及
び
地
元
住
民
、

河
川
管
理
者
の
連
携
の
も
と
、
河
川
空
間
と
ま
ち
空

間
が
融
合
し
た
良
好
な
空
間
形
成
を
目
指
す
取
組
み

で
、
平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
度
か
ら
全
国
で
整

備
計
画
を
公
募
し
、
登
録
し
た
事
業
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
北
方
町
は
、「
北
方
町
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計

画
」
を
作
成
し
、
平
成
二
十
五
（
二
〇
一
三
）
年
八
月

に
国
へ
申
請
、
同
年
十
一
月
に
登
録
さ
れ
、
こ
れ
に

よ
り
河
川
管
理
者
で
あ
る
岐
阜
県
が
護
岸
の
改
修
を

行
い
、
北
方
町
と
連
携
し
て
公
園
整
備
を
進
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
親
水
空
間
の
整
備
で
は
、「
公
園
と
し
て
の
管
理
と

多
自
然
川
づ
く
り
の
両
立
」
や
「
治
水
上
及
び
河
川
利

用
上
の
安
全
・
安
心
の
確
保
」
な
ど
の
課
題
を
解
決
す

る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
北
方
町
は
、
土
木
研
究
所

自
然
共
生
研
究
セ
ン
タ
ー
や
岐
阜
大
学
に
協
力
を
依

頼
し
、
技
術
的
な
支
援
を
受
け
事
業
を
進
め
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
既
設
護
岸
の
切
り
下
げ
に
伴
う
洪
水

時
の
安
全
性
及
び
撤
去
後
の
地
形
処
理
に
つ
い
て
は
、

自
然
共
生
研
究
セ
ン
タ
ー
が
水
理
解
析
等
に
基
づ
い

て
検
討
を
行
い
、
治
水
上
支
障
の
な
い
範
囲
を
特
定

す
る
な
ど
、
安
全
性
の
確
保
に
注
力
し
て
設
計
を
行

い
ま
し
た
。

　
ま
た
治
水
上
の
問
題
と
し
て
は
、
高
水
敷
を
公
園

地
と
す
る
た
め
河
川
内
植
樹
が
不
可
欠
と
な
る
の
で
、

「
河
川
区
域
内
に
お
け
る
樹
木
の
伐
採
・
植
樹
基
準
」

を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
計
画
で
は
、
水
理

検
討
に
よ
る
安
全
性
評
価
に
加
え
各
種
流
出
防
止
策

を
講
じ
、
さ
ら
に
管
理
計
画
を
予
め
制
定
し
て
基
準

を
ク
リ
ア
し
ま
し
た
。

二
． 

公
園
の
建
設
と
運
用

　
平
成
二
十
五
（
二
〇
一
三
）
年
三
月
か
ら
始
め
た
設

計
が
翌
平
成
二
十
六
（
二
〇
一
四
）
年
三
月
に
完
了

し
、
同
年
五
月
に
建
設
を
開
始
、
平
成
二
十
七
（
二
〇

一
五
）
年
三
月
に
清
流
平
和
公
園
は
完
成
し

ま
し
た
。
整
備
に
あ
っ
た
っ
て
、
既
設
の
低

水
路
護
岸
の
一
部
を
切
り
下
げ
て
、
水
際
か

ら
遊
具
エ
リ
ア
ま
で
の
空
間
を
緩
勾
配
に
よ

る
一
連
の
地
形
と
す
る
こ
と
で
、
河
川
と
公

園
が
一
体
と
な
っ
た
親
水
空
間
が
創
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
公
園
は
三
つ
の
エ
リ
ア
で
構
成
さ
れ
、
一

つ
目
は
大
小
の
す
べ
り
台
が
あ
る
コ
ン
ビ
遊

具
が
メ
イ
ン
の
遊
具
エ
リ
ア
、
二
つ
目
は
河

川
区
域
内
の
比
較
的
平
坦
な
場
所
に
芝
生
を

敷
き
つ
め
た
イ
ベ
ン
ト
エ
リ
ア
、
そ
し
て
三

つ
目
は
糸
貫
川
に
注
ぐ
細
い
小
川
「
せ
せ
ら

ぎ
水
路
」
が
設
け
ら
れ
た
親
水
エ
リ
ア
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
せ
せ
ら
ぎ
水
路
の
水
源
は
浅
井
戸

か
ら
の
揚
水
で
す
が
、
そ
の
最
上
流
部
に
は

小
水
力
発
電
機
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ

で
発
電
し
蓄
え
ら
れ
た
電
力
は
、
公
園
内
の
夜
間
照

明
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
こ
の
発
電
機
は
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
循
環
、
小
水

力
発
電
の
基
礎
知
識
を
学
べ
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
公
園
の
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、
生
物
保
護
活
動
や

環
境
教
育
に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。
着
工
前
に
実
施

し
た
生
物
調
査
で
は
、
カ
ワ
ヒ
ガ
イ
や
ミ
ナ
ミ
メ
ダ

カ
な
ど
の
希
少

な
水
生
生
物
を

確

認

し

て

お

り
、
河
川
の
瀬

替
え
や
床
掘
り

を
実
施
す
る
際

に
は
、
地
元
の

小
学
生
や
高
校

生
と
の
協
働
に

よ
り
、
水
生
生

物
を
工
事
の
影

響
が
な
い
区
間

へ
移
す
生
物
保

護
活
動
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、

県
の
野
生
生
物

保
護
推
進
委
員

を
招
き
、
糸
貫

川
に
生
息
す
る

水
生
生
物
に
関

す
る
勉
強
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
ま

た
、
北

方

町
で
は
平
成
二

十

七
（
二
〇
一

五
）
年

度

か

ら

全
て
の
小
学
校
（
四
年
生
）
を
対
象
に
、
清
流
平
和
公

園
に
お
い
て
川
を
題
材
と
し
た
総
合
学
習
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
河
川
管
理
者
で
あ
る
県
の
岐
阜
土
木
事

務
所
は
職
員
を
講
師
や
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
派
遣
し
、

総
合
学
習
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
環
境
教
育
と
併

せ
て
水
難
事
故
の
防
止
に
向
け
た
啓
発
活
動
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
公
園
の
供
用
開
始
後
も
利
用
状
況
を
確
認
し
て
、

川
遊
び
に
夢
中
に
な
っ
た
子
ど
も
達
が
ど
こ
か
ら
で

も
公
園
に
戻
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
糸
貫
川
の
左

岸
（
公
園
側
）
の
寄
り
洲
に
石
の
小
道
を
新
た
に
設
置

す
る
な
ど
、
親
水
機
能
の
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。

三
． 

土
木
学
会
デ
ザ
イ
ン
賞
を

　
　
受
賞

　
平
成
二
十
八
（
二
〇
一
六
）
年
、「
清
流
平
和
公
園
の

水
辺
」
が
土
木
学
会
デ
ザ
イ
ン
賞
の
優
秀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
土
木
学
会
デ
ザ
イ
ン
賞
は
、
平
成
十
三
（
二

〇
〇
一
）
年
に
創
設
さ
れ
た
、
公
益
社
団
法
人
土
木
学

会
景
観
・
デ
ザ
イ
ン
委
員
会
が
主
催
す
る
顕
彰
制
度

で
、
正
式
名
称
は
「
土
木
学
会
景
観
・
デ
ザ
イ
ン
委
員

会
デ
ザ
イ
ン
賞
」
と
い
い
ま
す
。
公
募
対
象
を
広
く
土

木
構
造
物
や
公
共
的
な
空
間
に
求
め
、
計
画
や
設
計

技
術
、
制
度
の
活
用
、
組
織
活
動
の
創
意
工
夫
に
よ
っ

て
周
辺
環
境
や
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
景
観
の
創
造

や
保
全
を
実
現

し
た
作
品
お
よ

び
そ
れ
ら
の
実

現
に
貢
献
し
た

関
係
者
や
関
係

組
織
を
顕
彰
し

て
い
ま
す
。

　
選
考
結
果
の

講
評
に
は
、「
と

に
か
く
み
ん
な

楽

し

ん

で

い

る
。
大
人
も
子

ど

も
も

犬
も
。

広
々
と
し
た
芝
生
。
斜
面
。
空
間
を
分
節
す
る
鉄
塔

と
樹
木
。
人
は
駆
け
回
り
、
滑
り
、
横
に
な
り
、
佇
む
。

実
に
手
頃
で
生
き
生
き
と
し
た
せ
せ
ら
ぎ
。
ち
ょ
う

ど
良
い
腰
掛
け
。
人
は
水
の
感
触
を
楽
し
み
、
涼
み
、

笑
い
、
見
守
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
人
工
的
な
要
素
に

よ
っ
て
、
い
つ
の
間
に
か
導
か
れ
た
本
物
の
川
。
そ

こ
に
潜
む
生
き
物
。
網
を
片
手
に
川
に
繰
り
出
す
人

は
、
み
な
真
剣
な
眼
差
し
で
あ
る
。
狩
猟
本
能
が
日

頃
使
わ
な
い
神
経
と
感
覚
を
呼
び
覚
ま
す
。
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
買
物
に
行
っ
た
つ
い
で
に
、
こ
ん
な

に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
る
と
は
、
最
高
の
福
祉
で

あ
る
。
」（
一
部
抜
粋
）
と
あ
り
ま
し
た
。

清流平和公園　せせらぎ水路　

護岸撤去後を想定した水理計算による流速の計算結果

<出典：『水辺をまちにひらく』糸貫川 清流平和公園の水辺

土木学会デザイン賞授賞式プレゼンテーション 2017

岐阜大学流域圏科学研究センター　原田守啓 >

園内に設置された小水力発電施設

過年度の利用状況

<提供：北方町役場都市環境課 >

過年度の KITAGATA 清流フェスの様子

<提供：北方町役場都市環境課 >
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船
頭
平
閘
門
の
設
置
に
関
し
て
多
く
の
書
籍
は
、「
桑

名
の
佐
藤
義
一
郎
ら
が
国
会
に
請
願
」
し
て
、
木
曽
川

と
長
良
川
と
を
結
ぶ
船
頭
平
閘
門
が
設
置
さ
れ
た
、
と

述
べ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
閘
門
設
置
請
願
運
動
に
関

わ
っ
た
佐
藤
義
一
郎
以
外
の
人
物
に
つ
い
て
は
不
明
の

ま
ま
で
あ
り
、
ま
た
、
誰
が
帝
国
議
会
へ
請
願
書
を
提

出
し
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
採
択
さ
れ
た
の
か
も
不
明

で
す
。
さ
ら
に
、
何
故
、
当
初
請
願
し
た
三
カ
所
の
設
置

請
願
場
所
と
異
な
る
愛
西
市
立
田
町
福
原
に
閘
門
が
設

置
さ
れ
た
の
か
、
等
に
つ
い
て
も
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
本
号
は
前
号
か
ら
引
き
続
き
、
船
頭
平
閘
門
の
設
置

経
緯
の
第
二
編
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
を
紹

介
し
ま
す
。

船頭平閘門建設の経緯と幻の閘門　第二編

一
． 

は
じ
め
に

　
本
号
で
は
、
佐
藤
義
一
郎
ら
桑
名
米
穀
商
ら
が
頓
挫

し
て
い
た
内
務
省
へ
の
桑
名
城
址
売
却
を
解
決
し
た
こ

と
や
、
椙
村
保
寿
の
三
重
県
議
会
で
の
活
動
さ
ら
に
閘

門
設
置
に
関
す
る
県
側
の
答
弁
を
概
観
し
ま
す
。

　
ま
た
、
佐
藤
の
他
に
椙
村
と
県
職
を
退
い
て
諸
戸
清

六
の
会
社
に
入
っ
た
小
池
正
一
の
三
名
が
請
願
書
を
帝

国
議
会
に
提
出

し
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
ま
す
。

　
最

後

に
、
請

願

に

関

し

て

「
帝
国
議
会
で
実

況

陳
述
」
が
行

わ
れ
な
か
っ
た

と
推
測
し
た
根

拠
に
つ
い
て
記

述
し
ま
す
。

二
． 

改
修
計
画
に
揺
れ
る

　
　
桑
名
町
民

　
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
、
桑
名
町
民
は
、
木
曽

三
川
下
流
部
の
連
絡
路
が
す
べ
て
締
切
ら
れ
る
こ
と
を

知
り
、
商
業
活
動
へ
の
悪
影
響
を
心
配
し
ま
し
た
。

　
締
切
ら
れ
る
主
な
連
絡
路
は
、
①
長
良
川
を
合
流
し

た
木
曽
川
と
揖
斐
川
を
連
絡
す
る
油
島
喰
違
、
②
桑
名

港
と
佐
屋
宿
を
結
ぶ
「
佐
屋
の
渡
し
」（
三
里
の
渡
し
）

の
航
路
で
あ
り
、
木
曽
川
右
岸
か
ら
長
島
輪
中
を
西
進

し
て
揖
斐
川
左
岸
の
現
長
良
川
河
口
堰
付
近
の
寄
洲

（
通
称
「
十
万
山
」）
に
通
じ
る
鰻
江
川
、
③
木
曽
川
右
岸

（
現
木
曽
川
大
橋
右
岸
）
で
分
派
し
た
青
鷺
川
、
④
青
鷺

川
対
岸
（
木
曽
川
左
岸
）
で
分
派
し
た
白
鷺
川
で
あ
り
、

こ
の
青
鷺
川
と
白
鷺
川
は
熱
田
宿
を
結
ぶ
七
里
の
渡
し

の
航
路
で
し
た
。

　
佐
藤
は
自
身
が
記
し
た
『
桑
名
銀
行
沿
革
畧
記
』
で
、

桑
名
町
の
有
志
た
ち
は
連
絡
路
遮
断
が
木
材
や
米
穀
の

商
業
活
動
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す

こ

と

を

危

惧

し
、
県
に
せ
め

て
筏
を
通
航
さ

せ
得
る
程
度
の

幅
を
開
け
て
く

れ
る
よ
う
に
陳

情
し
た
、
と
述

べ
て
い
ま
す
。

三
．
佐
藤
義
一
郎
と
桑
名
城
址

　
　
の
貯
木
場
化

　
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
、
内
務
省
は
木
曽
山
官
行

伐
採
の
開
始
に
伴
い
、
愛
知
県
が
明
治
五
（
一
八
七
二
）

年
に
木
材
商
に
売
却
し
た
白
鳥
貯
木
場
（
名
古
屋
市
熱

田
区
）
を
買
い
戻
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
内
務
省
は
、
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
に
士

族
に
払
い
下
げ
ら
れ
た
桑
名
城
址
の
旧
濠
を
貯
木
場
に

す
る
計
画
を
企
て
ま
し
た
が
、
士
族
の
売
値
と
内
務
省

の
買
値
と
の
開
き
が
大
き
く
、
交
渉
は
明
治
十
一
（
一

八
七
八
）
年
ま
で
頓
挫
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
当
時
、
佐
藤
は
桑
名
米
商
会
所
の
頭
取
（
明
治

十
（
一
八
七
七
）
年
～
同
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
）
を

務
め
て
お
り
、
米
取
引
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
輸
送

路
確
保
は
解
決
す
べ
き
課
題
で
あ
り
、
旧
濠
の
貯
木
場

化
は
白
鳥
と
桑
名
を
結
ぶ
東
西
方
向
の
舟
運
路
を
確
保

す
る
方
策
で
あ
る
、
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
佐
藤
は
、
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
に
、

甥
の
孫
右
衛
門
と
米
商
会
所
仲
間
で
全
国
に
声
を
知
ら

れ
た
米
相
場
師
で
も
あ
っ
た
梶
島
茂
吉
と
水
谷
吉
兵
衛

の
三
人
と
共
に
、
内
務
省
と
の
交
渉
の
総
代
と
な
り
、

売
買
価
格
の
開
き
四
千
余
円
を
工
面
し
、
内
務
省
は
旧

濠
を
買
い
上
げ
て
貯
木
場
と
し
ま
し
た
。

　
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
十
月
二
十
三
日
の
伊
勢

新
聞
は
、「
今
般
内
務
省
地
理
局
出
張
所
に
於
い
て
桑
名

旧
城
内
へ
材
木
貯
留
所
を
設
立
せ
ら
れ
る
」
と
記
し
て

い
ま
す
。

　
旧
濠
の
貯
木
場
（
二
万
一
千
余
坪
）
は
、
明
治
十
四

（
一
八
八
一
）
年
に
農
商
務
省
の
所
管
、
明
治
二
十
二

（
一
八
八
九
）
年
に
は
木
曽
・
裏
木
曽
・
飛
騨
の
官
林
が

御
料
地
に
編
入
さ
れ
る
と
、
御
料
局
の
所
管
と
な
り
ま

し
た
。

　
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
に
発
行
さ
れ
た
吉
田
初
三

郎
の
鳥
瞰
図
（
『
西
桑
名
』）
に
は
、「
御
料
貯
木
場
」
と

記
さ
れ
た
旧
濠
周
辺
に
多
量
の
木
材
が
山
積
み
に
さ

れ
、
現
市
民
プ
ー
ル
辺
り
に
は
紡
績
工
場
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。四

．
椙
村
保
寿
と
三
重
県
会

　
椙
村
は
、
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
に
三
重
県
会

議
員
に
選
出
さ
れ
、
同
十
四
（
一
八
八
一
）
年
と
十
七

閘門設置の請願に向けて

（
一
八
八
四
）
年
に
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

　
明
治
二
十
（
一
八
八
七
）
年
五
月
の
臨
時
三
重
県
会

初
日
（
十
三
日
）、
議
員
四
十
四
名
と
三
重
県
側
答
弁
者

と
し
て
伊
藤
謙
吉
（
書
記
官
。
明
治
二
十
三
（
一
八
九

〇
）
年
衆
議
院
議
員
）、
小
池
正
一
と
他
一
名
が
出
席

し
、
改
修
計
画
に
尽
力
し
た
清
水
済
技
師
は
傍
聴
席
で

会
議
を
見
守
り
ま
し
た
。

　
石
井
邦
猷
知
事
が
木
曽
川
改
修
に
係
る
第
一
議
案
と

し
て
、
①
内
務
省
が
施
工
す
る
堤
防
工
事
費
用
の
負

担
、
②
三
重
県
負
担
分
の
総
額
（
約
二
十
万
円
）
の
約
九

十
六
％
を
地
方
税
か
ら
支
出
、
③
残
金
（
約
四
％
）
を
改

修
に
よ
っ
て
利
益
を
受
け
る
沿
川
の
関
係
町
村
費
か
ら

支
出
、
の
原
案
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
こ
の
原
案
は
、
椙
村
ら
に
よ
る
議
論
で
沸
騰
し
ま
し

た
。
椙
村
は
、『
微
効
史
談
』
で
反
対
意
見
と
し
て
、
①

三
重
県
は
、
愛
知
・
岐
阜
両
県
に
比
べ
て
潰
地
が
多
く

て
、
廃
川
敷
が
少
な
く
土
地
が
減
る
、
②
三
川
分
流
に

よ
っ
て
舟
運
の
便
が
悪
く
な
る
、
③
木
曽
川
か
ら
の
貨

物
輸
送
を
改
善
す
る
た
め
に
、
油
島
・
鰻
江
川
・
青
鷺

川
で
の
閘
門
設
置
が
必
要
で
あ
る
、
と
述
べ
た
と
記
し

て
い
ま
す
。

　
議
会
開
会
か
ら
五
日
経
た
十
七
日
午
後
、
第
一
議
案

は
出
席
議
員
四
十
二
名
の
過
半
数
（
二
十
八
名
）
が
椙

村
ら
の
意
見
に
同
意
し
て
否
決
さ
れ
、
予
定
さ
れ
て
い

た
第
二
、
三
議
案
も
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
石

井
知
事
は
六
月
二
十
一
日
に
山
県
内
務
大
臣
の
指
揮
を

得
て
、
全
三
原
案
が
全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
椙
村
は
『
微
効
史
談
』
で
、
知
事
の
意
向
を

受
け
た
伊
藤
謙
吉
書
記
官
が
椙
村
宅
を
夜
間
訪
れ
、
原

案
通
過
へ
の
協
力
を
要
請
し
ま
し
た
が
、「
閘
門
の
設
置

を
設
計
書
に
加
え
、
国
庫
支
弁
で
建
設
さ
せ
よ
う
と
の

底
意
が
あ
っ
た
の
で
、
表
面
は
絶
対
反
対
の
説
を
主
張

し
た
」、
と
述
懐
し
て
い
ま
す
。

五
．
閘
門
へ
の
県
の
考
え

　
三
重
県
側
の
答
弁
者
で
あ
っ
た
小
池
正
一
は
、
鰻
江

川
の
締
切
り
に
関
し
て
、「
鰻
江
川
に
は
是
非
と
も
閘
門

を
設
け
て
舟
楫
を
通
じ
以
っ
て
運
送
の
便
を
計
ら
ん
こ

と
を
望
み
現
今
監
督
署
に
於
い
て
調
査
中
で
未
定
で
あ

る
が
早
晩
こ
の
水
路
を
通
す
見
込
み
」
と
、
鰻
江
川
で

の
閘
門
設
置
計
画
が
進
展
し
て
い
る
か
の
如
く
に
述
べ

ま
し
た
が
、
小
池
の
上
司
で
あ
る
伊
藤
書
記
官
は
、「
鰻

江
へ
閘
門
を
設
け
る
こ
と
は
未
定
で
本
県
の
希
望
を
述

べ
た
だ
け
」、
と
修
正
し
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
三
重
県
側
は
、
桑
名
町
有
志
に
よ
る
県
へ
の

「
筏
を
通
す
ほ
ど
の
幅
を
開
け
る
」
陳
情
（
本
章
二
節
）

を
了
承
し
て
い
た
の
か
、
こ
の
時
点
で
少
な
く
と
も

「
鰻
江
川
で
の
閘
門
設
置
が
望
ま
し
い
」
と
考
え
て
い
た

よ
う
で
す
。

六
．
小
池
正
一
と
諸
戸
清
六

　
答
弁
者
小
池
正
一
は
三
重
県
を
退
職
後
、
佐
藤
や
椙

村
と
共
に
請
願
運
動
で
上
京
し
た
人
物
で
す
。

　
小
池
に
つ
い
て
『
勢
伊
志
記
顔
見
立
評
判
記
』
は
、

「
小
吏
よ
り
出
で
て
本
官
に
進
み
、
会
計
事
務
に
精
練

な
り
、
今
は
官
を
退
い
て
諸
戸
氏
の
番
頭
と
な
る
」
と

記
し
て
い
ま
す
。

　
旧
桑
名
藩
士
で
あ
っ
た
小
池
は
、
明
治
十
九
（
一
八

八
六
）
年
の
三
重
県
職
員
録
に
判
任
官
（
一
般
官
吏
）
一

等
で
奏
任
官
（
高
等
官
）
に
次
ぐ
立
場
に
就
任
し
て
お

り
、
明
治
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
の
職
員
録
に
は
載
っ

て
い
ま
す
が
、
翌
二
十
七
（
一
八
九
四
）
年
の
職
員
録

に
は
名
が
見
当
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
小
池
の
退
職
時
期
を
推
測
さ
せ
る
記
述
と
し
て
、『
林

産
王
諸
戸
清
六
伝
』
は
、
明
治
二
十
六
（
一
八
九
四
）
年

七
月
に
「
多
分
に
御
役
所
式
で
あ
る
小
池
案
に
諸
戸
家

の
諸
般
の
規
則
が
改
正
さ
れ
た
」、
と
記
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
小
池
」
が
、
前
後
の
文
意
よ
り
小
池
正
一
で
あ

る
と
推
測
さ
れ
、
諸
戸
店
の
各
部
長
よ
り
上
位
の
役
職

で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
つ
ま
り
、
小
池
は
、
明
治
二
十

六
（
一
八
九
三
）
年
七
月
に
は
県
職
を
退
き
、
諸
戸
店

に
入
社
し
て
い
ま
し
た
。

七
．
閘
門
設
置
運
動
へ
向
け
て

　
明
治
二
十
（
一
八
八
七
）
年
四
月
、
改
修
工
事
が
青

鷺

川

分

派

口

の

南

側
・
横

満
蔵
地
点
（
現

木
曽
川
大
橋
右

岸
下
流
側
）
か

ら
開
始
さ
れ
、

同
年
五
月
三
十

一
日
の
伊
勢
新

聞

は
、「
桑

名

の
商
人
ら
は
、

河

道

変

更

に

よ
っ
て
大
き
な

影
響
を
受
け
る
こ
と
を
心
配
し
て
い
る
」、
と
報
じ
て

い
ま
す
。

　
椙
村
は
『
微
効
史
談
』
で
、
そ
の
頃
の
話
と
し
て
「
桑

名
で
の
世
論
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
佐
藤
義
一
郎
や
そ

の
他
の
人
に
閘
門
設
置
運
動
を
推
し
進
め
る
よ
う
に
述

べ
た
」
が
、
諸
戸
清
六
は
、「
閘
門
を
設
置
し
な
い
と
桑

名
御
料
局
出
張
所
が
困
る
か
ら
、
御
料
局
が
設
置
工
事

を
や
ら
せ
る
」
と
述
べ
た
、
と
記
し
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
当
時
の
桑
名
の
実
力
者
た
ち
は
、
旧
濠
の

貯
木
場
化
が
「
連
絡
路
締
切
り
」
を
回
避
す
る
一
助
に

な
る
、
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
い
つ
ま

で
待
っ
て
も
国
に
よ
る
閘
門
設
置
計
画
は
な
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

　 

七-

一
．
佐
藤

・
小
池

・
椙
村
の
上
京

　
一
一
九
号
で
も
既
述
し
ま
し
た
が
、
明
治
二
十
六

（
一
八
九
三
）
年
十
月
、
椙
村
は
代
表
者
に
な
っ
て
上
京

し
、
内
務
省
の
古
市
公
威
土
木
局
長
や
内
務
次
官
に

会
っ
て
同
意
を
得
た
、
と
『
微
効
史
談
』
で
述
べ
て
い

ま
す
。

　
一
方
、
同
年
十
一
月
二
十
八
日
の
伊
勢
新
聞
は
、「
桑

名
町
旧
町
会
所
の
積
立
金
二
千
有
余
円
を
町
の
基
本
金

に
編
入
し
、
鰻
江
閘
門
設
置
費
へ
の
支
出
が
決
定
し
た
。

鰻
江
閘
門
の
設
置
は
桑
名
町
に
非
常
に
利
益
が
あ
る
の

で
、
佐
藤
義
一
郎
、
小
池
正
一
、
椙
村
保
寿
の
三
氏
は

閘
門
設
置
請
願
の
総
代
と
し
て
す
で
に
上
京
」
と
、
報

じ
て
い
ま
す
。

木曽川大橋 (左隅 )右岸側に建つ「東海

道七里渡青鷺川舊跡」(右隅の石柱 )

木曽川大橋左岸側の白鷺川締切り地点

(木曽岬町白鷺西白鷺川 )

木曽川大橋右岸下流側の横満蔵の「明治

改修着工の碑」

鳥瞰図『西桑名』に描かれた旧濠の貯木場と桑名城の二之丸・三之丸に建てられた

昭和初期頃の東洋紡績桑名工場　〈出典：桑名中央図書館蔵〉

と
ん

ざ

や
す
か
ず

よ
り

す

あ
お
さ
ぎ

は
く

ろ

ち
ょ
う

か
ん

ず

わ
た
る

く
に
み
ち

び

こ
う

し

だ
ん

つ
ぶ
れ

ち

し
ゅ
う
し
ゅ
う

せ
　
い
　

し
　
き
　
か
お
　
み
　
た
て
ひ
ょ
う

ば
ん
　
き

よ
こ

ま
　
く
ら

ご
り
ょ
う
き
ょ
く

こ
う
　
い

ま
ち
か
い
し
ょ
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船
頭
平
閘
門
の
設
置
に
関
し
て
多
く
の
書
籍
は
、「
桑

名
の
佐
藤
義
一
郎
ら
が
国
会
に
請
願
」
し
て
、
木
曽
川

と
長
良
川
と
を
結
ぶ
船
頭
平
閘
門
が
設
置
さ
れ
た
、
と

述
べ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
閘
門
設
置
請
願
運
動
に
関

わ
っ
た
佐
藤
義
一
郎
以
外
の
人
物
に
つ
い
て
は
不
明
の

ま
ま
で
あ
り
、
ま
た
、
誰
が
帝
国
議
会
へ
請
願
書
を
提

出
し
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
採
択
さ
れ
た
の
か
も
不
明

で
す
。
さ
ら
に
、
何
故
、
当
初
請
願
し
た
三
カ
所
の
設
置

請
願
場
所
と
異
な
る
愛
西
市
立
田
町
福
原
に
閘
門
が
設

置
さ
れ
た
の
か
、
等
に
つ
い
て
も
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
本
号
は
前
号
か
ら
引
き
続
き
、
船
頭
平
閘
門
の
設
置

経
緯
の
第
二
編
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
を
紹

介
し
ま
す
。

船頭平閘門建設の経緯と幻の閘門　第二編

一
． 

は
じ
め
に

　
本
号
で
は
、
佐
藤
義
一
郎
ら
桑
名
米
穀
商
ら
が
頓
挫

し
て
い
た
内
務
省
へ
の
桑
名
城
址
売
却
を
解
決
し
た
こ

と
や
、
椙
村
保
寿
の
三
重
県
議
会
で
の
活
動
さ
ら
に
閘

門
設
置
に
関
す
る
県
側
の
答
弁
を
概
観
し
ま
す
。

　
ま
た
、
佐
藤
の
他
に
椙
村
と
県
職
を
退
い
て
諸
戸
清

六
の
会
社
に
入
っ
た
小
池
正
一
の
三
名
が
請
願
書
を
帝

国
議
会
に
提
出

し
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
ま
す
。

　
最

後

に
、
請

願

に

関

し

て

「
帝
国
議
会
で
実

況

陳
述
」
が
行

わ
れ
な
か
っ
た

と
推
測
し
た
根

拠
に
つ
い
て
記

述
し
ま
す
。

二
． 

改
修
計
画
に
揺
れ
る

　
　
桑
名
町
民

　
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
、
桑
名
町
民
は
、
木
曽

三
川
下
流
部
の
連
絡
路
が
す
べ
て
締
切
ら
れ
る
こ
と
を

知
り
、
商
業
活
動
へ
の
悪
影
響
を
心
配
し
ま
し
た
。

　
締
切
ら
れ
る
主
な
連
絡
路
は
、
①
長
良
川
を
合
流
し

た
木
曽
川
と
揖
斐
川
を
連
絡
す
る
油
島
喰
違
、
②
桑
名

港
と
佐
屋
宿
を
結
ぶ
「
佐
屋
の
渡
し
」（
三
里
の
渡
し
）

の
航
路
で
あ
り
、
木
曽
川
右
岸
か
ら
長
島
輪
中
を
西
進

し
て
揖
斐
川
左
岸
の
現
長
良
川
河
口
堰
付
近
の
寄
洲

（
通
称
「
十
万
山
」）
に
通
じ
る
鰻
江
川
、
③
木
曽
川
右
岸

（
現
木
曽
川
大
橋
右
岸
）
で
分
派
し
た
青
鷺
川
、
④
青
鷺

川
対
岸
（
木
曽
川
左
岸
）
で
分
派
し
た
白
鷺
川
で
あ
り
、

こ
の
青
鷺
川
と
白
鷺
川
は
熱
田
宿
を
結
ぶ
七
里
の
渡
し

の
航
路
で
し
た
。

　
佐
藤
は
自
身
が
記
し
た
『
桑
名
銀
行
沿
革
畧
記
』
で
、

桑
名
町
の
有
志
た
ち
は
連
絡
路
遮
断
が
木
材
や
米
穀
の

商
業
活
動
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す

こ

と

を

危

惧

し
、
県
に
せ
め

て
筏
を
通
航
さ

せ
得
る
程
度
の

幅
を
開
け
て
く

れ
る
よ
う
に
陳

情
し
た
、
と
述

べ
て
い
ま
す
。

三
．
佐
藤
義
一
郎
と
桑
名
城
址

　
　
の
貯
木
場
化

　
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
、
内
務
省
は
木
曽
山
官
行

伐
採
の
開
始
に
伴
い
、
愛
知
県
が
明
治
五
（
一
八
七
二
）

年
に
木
材
商
に
売
却
し
た
白
鳥
貯
木
場
（
名
古
屋
市
熱

田
区
）
を
買
い
戻
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
内
務
省
は
、
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
に
士

族
に
払
い
下
げ
ら
れ
た
桑
名
城
址
の
旧
濠
を
貯
木
場
に

す
る
計
画
を
企
て
ま
し
た
が
、
士
族
の
売
値
と
内
務
省

の
買
値
と
の
開
き
が
大
き
く
、
交
渉
は
明
治
十
一
（
一

八
七
八
）
年
ま
で
頓
挫
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
当
時
、
佐
藤
は
桑
名
米
商
会
所
の
頭
取
（
明
治

十
（
一
八
七
七
）
年
～
同
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
）
を

務
め
て
お
り
、
米
取
引
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
輸
送

路
確
保
は
解
決
す
べ
き
課
題
で
あ
り
、
旧
濠
の
貯
木
場

化
は
白
鳥
と
桑
名
を
結
ぶ
東
西
方
向
の
舟
運
路
を
確
保

す
る
方
策
で
あ
る
、
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
佐
藤
は
、
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
に
、

甥
の
孫
右
衛
門
と
米
商
会
所
仲
間
で
全
国
に
声
を
知
ら

れ
た
米
相
場
師
で
も
あ
っ
た
梶
島
茂
吉
と
水
谷
吉
兵
衛

の
三
人
と
共
に
、
内
務
省
と
の
交
渉
の
総
代
と
な
り
、

売
買
価
格
の
開
き
四
千
余
円
を
工
面
し
、
内
務
省
は
旧

濠
を
買
い
上
げ
て
貯
木
場
と
し
ま
し
た
。

　
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
十
月
二
十
三
日
の
伊
勢

新
聞
は
、「
今
般
内
務
省
地
理
局
出
張
所
に
於
い
て
桑
名

旧
城
内
へ
材
木
貯
留
所
を
設
立
せ
ら
れ
る
」
と
記
し
て

い
ま
す
。

　
旧
濠
の
貯
木
場
（
二
万
一
千
余
坪
）
は
、
明
治
十
四

（
一
八
八
一
）
年
に
農
商
務
省
の
所
管
、
明
治
二
十
二

（
一
八
八
九
）
年
に
は
木
曽
・
裏
木
曽
・
飛
騨
の
官
林
が

御
料
地
に
編
入
さ
れ
る
と
、
御
料
局
の
所
管
と
な
り
ま

し
た
。

　
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
に
発
行
さ
れ
た
吉
田
初
三

郎
の
鳥
瞰
図
（
『
西
桑
名
』）
に
は
、「
御
料
貯
木
場
」
と

記
さ
れ
た
旧
濠
周
辺
に
多
量
の
木
材
が
山
積
み
に
さ

れ
、
現
市
民
プ
ー
ル
辺
り
に
は
紡
績
工
場
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。四

．
椙
村
保
寿
と
三
重
県
会

　
椙
村
は
、
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
に
三
重
県
会

議
員
に
選
出
さ
れ
、
同
十
四
（
一
八
八
一
）
年
と
十
七

閘門設置の請願に向けて

（
一
八
八
四
）
年
に
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

　
明
治
二
十
（
一
八
八
七
）
年
五
月
の
臨
時
三
重
県
会

初
日
（
十
三
日
）、
議
員
四
十
四
名
と
三
重
県
側
答
弁
者

と
し
て
伊
藤
謙
吉
（
書
記
官
。
明
治
二
十
三
（
一
八
九

〇
）
年
衆
議
院
議
員
）、
小
池
正
一
と
他
一
名
が
出
席

し
、
改
修
計
画
に
尽
力
し
た
清
水
済
技
師
は
傍
聴
席
で

会
議
を
見
守
り
ま
し
た
。

　
石
井
邦
猷
知
事
が
木
曽
川
改
修
に
係
る
第
一
議
案
と

し
て
、
①
内
務
省
が
施
工
す
る
堤
防
工
事
費
用
の
負

担
、
②
三
重
県
負
担
分
の
総
額
（
約
二
十
万
円
）
の
約
九

十
六
％
を
地
方
税
か
ら
支
出
、
③
残
金
（
約
四
％
）
を
改

修
に
よ
っ
て
利
益
を
受
け
る
沿
川
の
関
係
町
村
費
か
ら

支
出
、
の
原
案
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
こ
の
原
案
は
、
椙
村
ら
に
よ
る
議
論
で
沸
騰
し
ま
し

た
。
椙
村
は
、『
微
効
史
談
』
で
反
対
意
見
と
し
て
、
①

三
重
県
は
、
愛
知
・
岐
阜
両
県
に
比
べ
て
潰
地
が
多
く

て
、
廃
川
敷
が
少
な
く
土
地
が
減
る
、
②
三
川
分
流
に

よ
っ
て
舟
運
の
便
が
悪
く
な
る
、
③
木
曽
川
か
ら
の
貨

物
輸
送
を
改
善
す
る
た
め
に
、
油
島
・
鰻
江
川
・
青
鷺

川
で
の
閘
門
設
置
が
必
要
で
あ
る
、
と
述
べ
た
と
記
し

て
い
ま
す
。

　
議
会
開
会
か
ら
五
日
経
た
十
七
日
午
後
、
第
一
議
案

は
出
席
議
員
四
十
二
名
の
過
半
数
（
二
十
八
名
）
が
椙

村
ら
の
意
見
に
同
意
し
て
否
決
さ
れ
、
予
定
さ
れ
て
い

た
第
二
、
三
議
案
も
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
石

井
知
事
は
六
月
二
十
一
日
に
山
県
内
務
大
臣
の
指
揮
を

得
て
、
全
三
原
案
が
全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
椙
村
は
『
微
効
史
談
』
で
、
知
事
の
意
向
を

受
け
た
伊
藤
謙
吉
書
記
官
が
椙
村
宅
を
夜
間
訪
れ
、
原

案
通
過
へ
の
協
力
を
要
請
し
ま
し
た
が
、「
閘
門
の
設
置

を
設
計
書
に
加
え
、
国
庫
支
弁
で
建
設
さ
せ
よ
う
と
の

底
意
が
あ
っ
た
の
で
、
表
面
は
絶
対
反
対
の
説
を
主
張

し
た
」、
と
述
懐
し
て
い
ま
す
。

五
．
閘
門
へ
の
県
の
考
え

　
三
重
県
側
の
答
弁
者
で
あ
っ
た
小
池
正
一
は
、
鰻
江

川
の
締
切
り
に
関
し
て
、「
鰻
江
川
に
は
是
非
と
も
閘
門

を
設
け
て
舟
楫
を
通
じ
以
っ
て
運
送
の
便
を
計
ら
ん
こ

と
を
望
み
現
今
監
督
署
に
於
い
て
調
査
中
で
未
定
で
あ

る
が
早
晩
こ
の
水
路
を
通
す
見
込
み
」
と
、
鰻
江
川
で

の
閘
門
設
置
計
画
が
進
展
し
て
い
る
か
の
如
く
に
述
べ

ま
し
た
が
、
小
池
の
上
司
で
あ
る
伊
藤
書
記
官
は
、「
鰻

江
へ
閘
門
を
設
け
る
こ
と
は
未
定
で
本
県
の
希
望
を
述

べ
た
だ
け
」、
と
修
正
し
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
三
重
県
側
は
、
桑
名
町
有
志
に
よ
る
県
へ
の

「
筏
を
通
す
ほ
ど
の
幅
を
開
け
る
」
陳
情
（
本
章
二
節
）

を
了
承
し
て
い
た
の
か
、
こ
の
時
点
で
少
な
く
と
も

「
鰻
江
川
で
の
閘
門
設
置
が
望
ま
し
い
」
と
考
え
て
い
た

よ
う
で
す
。

六
．
小
池
正
一
と
諸
戸
清
六

　
答
弁
者
小
池
正
一
は
三
重
県
を
退
職
後
、
佐
藤
や
椙

村
と
共
に
請
願
運
動
で
上
京
し
た
人
物
で
す
。

　
小
池
に
つ
い
て
『
勢
伊
志
記
顔
見
立
評
判
記
』
は
、

「
小
吏
よ
り
出
で
て
本
官
に
進
み
、
会
計
事
務
に
精
練

な
り
、
今
は
官
を
退
い
て
諸
戸
氏
の
番
頭
と
な
る
」
と

記
し
て
い
ま
す
。

　
旧
桑
名
藩
士
で
あ
っ
た
小
池
は
、
明
治
十
九
（
一
八

八
六
）
年
の
三
重
県
職
員
録
に
判
任
官
（
一
般
官
吏
）
一

等
で
奏
任
官
（
高
等
官
）
に
次
ぐ
立
場
に
就
任
し
て
お

り
、
明
治
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
の
職
員
録
に
は
載
っ

て
い
ま
す
が
、
翌
二
十
七
（
一
八
九
四
）
年
の
職
員
録

に
は
名
が
見
当
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
小
池
の
退
職
時
期
を
推
測
さ
せ
る
記
述
と
し
て
、『
林

産
王
諸
戸
清
六
伝
』
は
、
明
治
二
十
六
（
一
八
九
四
）
年

七
月
に
「
多
分
に
御
役
所
式
で
あ
る
小
池
案
に
諸
戸
家

の
諸
般
の
規
則
が
改
正
さ
れ
た
」、
と
記
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
小
池
」
が
、
前
後
の
文
意
よ
り
小
池
正
一
で
あ

る
と
推
測
さ
れ
、
諸
戸
店
の
各
部
長
よ
り
上
位
の
役
職

で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
つ
ま
り
、
小
池
は
、
明
治
二
十

六
（
一
八
九
三
）
年
七
月
に
は
県
職
を
退
き
、
諸
戸
店

に
入
社
し
て
い
ま
し
た
。

七
．
閘
門
設
置
運
動
へ
向
け
て

　
明
治
二
十
（
一
八
八
七
）
年
四
月
、
改
修
工
事
が
青

鷺

川

分

派

口

の

南

側
・
横

満
蔵
地
点
（
現

木
曽
川
大
橋
右

岸
下
流
側
）
か

ら
開
始
さ
れ
、

同
年
五
月
三
十

一
日
の
伊
勢
新

聞

は
、「
桑

名

の
商
人
ら
は
、

河

道

変

更

に

よ
っ
て
大
き
な

影
響
を
受
け
る
こ
と
を
心
配
し
て
い
る
」、
と
報
じ
て

い
ま
す
。

　
椙
村
は
『
微
効
史
談
』
で
、
そ
の
頃
の
話
と
し
て
「
桑

名
で
の
世
論
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
佐
藤
義
一
郎
や
そ

の
他
の
人
に
閘
門
設
置
運
動
を
推
し
進
め
る
よ
う
に
述

べ
た
」
が
、
諸
戸
清
六
は
、「
閘
門
を
設
置
し
な
い
と
桑

名
御
料
局
出
張
所
が
困
る
か
ら
、
御
料
局
が
設
置
工
事

を
や
ら
せ
る
」
と
述
べ
た
、
と
記
し
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
当
時
の
桑
名
の
実
力
者
た
ち
は
、
旧
濠
の

貯
木
場
化
が
「
連
絡
路
締
切
り
」
を
回
避
す
る
一
助
に

な
る
、
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
い
つ
ま

で
待
っ
て
も
国
に
よ
る
閘
門
設
置
計
画
は
な
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

　 

七-

一
．
佐
藤

・
小
池

・
椙
村
の
上
京

　
一
一
九
号
で
も
既
述
し
ま
し
た
が
、
明
治
二
十
六

（
一
八
九
三
）
年
十
月
、
椙
村
は
代
表
者
に
な
っ
て
上
京

し
、
内
務
省
の
古
市
公
威
土
木
局
長
や
内
務
次
官
に

会
っ
て
同
意
を
得
た
、
と
『
微
効
史
談
』
で
述
べ
て
い

ま
す
。

　
一
方
、
同
年
十
一
月
二
十
八
日
の
伊
勢
新
聞
は
、「
桑

名
町
旧
町
会
所
の
積
立
金
二
千
有
余
円
を
町
の
基
本
金

に
編
入
し
、
鰻
江
閘
門
設
置
費
へ
の
支
出
が
決
定
し
た
。

鰻
江
閘
門
の
設
置
は
桑
名
町
に
非
常
に
利
益
が
あ
る
の

で
、
佐
藤
義
一
郎
、
小
池
正
一
、
椙
村
保
寿
の
三
氏
は

閘
門
設
置
請
願
の
総
代
と
し
て
す
で
に
上
京
」
と
、
報

じ
て
い
ま
す
。

木曽川大橋 (左隅 )右岸側に建つ「東海

道七里渡青鷺川舊跡」(右隅の石柱 )

木曽川大橋左岸側の白鷺川締切り地点

(木曽岬町白鷺西白鷺川 )

木曽川大橋右岸下流側の横満蔵の「明治

改修着工の碑」

鳥瞰図『西桑名』に描かれた旧濠の貯木場と桑名城の二之丸・三之丸に建てられた

昭和初期頃の東洋紡績桑名工場　〈出典：桑名中央図書館蔵〉

と
ん

ざ

や
す
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ず
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す

あ
お
さ
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か
ん

ず
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こ
の
新
聞
報
道
か
ら
約
半
月
後
の
同
年
十
二
月
十
三

日
、
伊
勢
新
聞
社
か
ら
「
木
曽
揖
斐
両
川
間
閘
門
設
立

請
願
書
」
が
椙
村
名
で
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ

ち
、
佐
藤
、
小
池
、
椙
村
の
三
名
が
「
請
願
書
」
を
持

参
し
て
上
京
し
た
後
に
、
椙
村
が
伊
勢
新
聞
社
で
印

刷
・
発
行
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
全
盲
の
椙
村
と
共
に

誰
が
請
願
書
作
成
に
関
わ
っ
た
か
、
興
味
は
尽
き
ま
せ

ん
。

　 

七-

二
．
提
出
さ
れ
た
請
願
書
の
構
成

　
伊
勢
新
聞
社
で
印
刷
・
発
行
し
た
請
願
書
は
、
言
わ

ば
三
部
構
成
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
表
題
「
木

曽
揖
斐
両
川
間
閘
門
設
立
ノ
儀
ニ
付
請
願
」（
三
頁
、
約

千
五
百
文
字
）
で
、
桑
名
町
民
だ
け
で
な
く
愛
知
・
岐

阜
・
三
重
の
三
県
の
人
々
の
生
業
を
確
保
す
る
た
め

に
、
油
島
喰
違
・
鰻
江
・
青
鷺
川
の
連
絡
路
で
の
閘
門

設
置
が
必
要
で
あ
る
と
、
記
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
閘
門
設
置
費
に
つ
い
て
は
請
願
書
中
で
、「
一

カ
所
に
約
二
万
円
余
り
で
、
三
カ
所
で
七
・
八
万
円
を

超
え
ず
」
と
記
載
し
て
い
ま
す
が
、
明
治
二
十
九
年
度

に
追
加
工
事
と
さ
れ
た
船
頭
平
閘
門
へ
の
追
加
予
算
は

六
・
八
五
万
円
（
竣
工
額
は
約
十
五
・
五
万
円
）
で
あ

り
、
見
積
り
は
安
め
で
し
た
。

　
次
の
表
題
「
木
曽
揖
斐
両
川
間
閘
門
設
立
請
願
ニ
付

実
況
陳
述
」（
十
三
頁
、
約
四
千
二
百
文
字
。
以
下
「…

実
況
陳
述
」
と
記
す
）
で
は
、
三
カ
所
の
連
絡
路
を
通

航
す
る
舟
数
や
桑
名
へ
の
木
材
入
荷
量
等
の
調
査
結
果

よ
り
、
桑
名
を
東
の
熱
田
と
西
の
四
日
市
へ
の
米
穀
・

木
材
や
他
の
産
物
の
中
継
地
と
位
置
付
け
て
閘
門
の
必

要
性
を
詳
述
し
、
さ
ら
に
、
建
設
中
の
関
西
鉄
道
㈱
（
現

Ｊ
Ｒ
東
海
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
管
轄
）
の
貨
物
運
賃
よ
り

も
筏
や
舟
に
よ
る
輸
送
費
が
安
い
と
述
べ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
閘
門
設
置
位
置
を
示
し
た
図
面
一
枚
が
添
付

さ
れ
て
い
ま
す
。

　 

七-

三
．
議
会
で
の
実
況
陳
述
に
つ
い
て

　
『
長
島
町
誌
下
巻
』
や
『
立
田
村
史
』
で
は
、「
佐
藤
義

一
郎
ら
が
明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
）
年
五
月
十
七
日

に
貴
族
院
議
員
大
迫
貞
清
に
請
願
書
を
提
出
し
」、
同

月
十
九
日
の
帝
国
議
会
で
「
請
願
に
対
す
る
実
況
陳
述

を
行
っ
た
」
と
記
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
佐
藤
以
外

の
氏
名
は
記
載
さ
れ
ず
、
ま
た
「
実
況
陳
述
」
が
行
わ

れ
た
根
拠
も
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
旧
薩
摩
藩
士
で
あ
っ
た
大
迫
は
、
明
治
二
十
（
一
八

八
七
）
年
に
戊
辰
戦
争
の
功
に
よ
っ
て
子
爵
を
授
け
ら

れ
、
同
二
十
三
（
一
八
九
〇
）
年
に
貴
族
院
議
員
と
な
っ

た
人
物
で
す
。

　
佐
藤
や
椙
村
が
、
藩
主
の
減
免
嘆
願
運
動
を
介
し
て

大
迫
議
員
と
知
己
で
あ
っ
た
可
能
性
は
大
い
に
あ
り
ま

す
が
、
請
願
書
は
、
①
行
政
官
に
提
出
す
る
、
②
紹
介

議
員
を
介
し
て
請
願
書
を
各
議
院
に
提
出
す
る
、
と
い

う
規
則
で
あ
り
、
大
迫
議
員
は
紹
介
議
員
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
つ
ま
り
、
同
年
五
月
十
七
日
に
、
大
迫

議
員
は
個
人
的
に
請
願
書
を
受
取
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま

す
。

　
明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
）
年
五
月
十
五
日
に
、
第

六
回
帝
国
議
会
は
開
会
し
ま
し
た
。
同
年
五
月
十
七
日

に
貴
族
院
の
請
願
委
員
長
と
副
委
員
長
が
互
選
さ
れ
、

翌
十
八
日
に
紹
介
議
員
林
宗
右
衛
門
が
貴
族
院
へ
、
紹

介
議
員
木
村
誓
太
郎
が
衆
議
院
へ
請
願
書
を
提
出
し
て

お
り
、
こ
の
帝
国
議
会
で
の
請
願
受
理
数
は
、
貴
族
院

で
四
二
〇
件
、
衆
議
院
で
四
八
六
件
で
し
た
。

　
衆
議
院
の
請

願
委
員
会
は
同

年
五
月
二
十
五

日
か
ら
の
四
日

間
に
計
四
回
開

催

し
、
請

願

を

本
会
議
へ
提
出

す

る

か
、
破

棄

す
る
か
を
判
定

し
、
四

日

後

の

五
月
二
十
九
日

の
衆
議
院
請
願

委

員

会

で
、
受

理
し
た
請
願
総

数
四
八
六
件
の

内
、「
院
議
に
付

す
べ
き
も
の
件
」

は

十

七

件

で
、

「
木
曽
揖
斐
両
川

間
閘
門
設
置
の

件
」
が
「
参
考
と

し
て
政
府
に
送

付

す

べ

き

件
」

（
「
参

考

送

付
」）

の
八
件
の
中
に

採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
上
述
し
た
町
村

史
が

指

摘
す
る
明
治
二
十
七
（
一

八
九
四
）
年
五
月
十
九
日
は
、
貴
衆
両
院
の
審
査
委
員

会
の
審
査
以
前
で
あ
り
、
議
会
で
の
実
況
陳
述
が
「
許

可
さ
れ
る
」
可
能
性
は
無
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
請
願
書
に
添
え
ら
れ
た
十
三
頁
に
亘
る

「…

実
況
陳
述
」
は
文
中
に
「
以
上
陳
述
せ
る
が
如
き

…

」
と
記
さ
れ
て
お
り
、「…

実
況
陳
述
」
は
「
請
願
書

で
は
書
き
尽
く
せ
な
い
詳
細
な
事
柄
を
書
面
に
記
し
た

添
付
書
類
」
で
あ
り
、
請
願
者
が
口
頭
で
「
陳
述
し
た
」

の
で
は
な
い
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

八
．
お
わ
り
に

　
こ
う
し
て
、
佐
藤
義
一
郎
ら
桑
名
の
実
力
者
た
ち
は
、

旧
濠
の
貯
木
場
化
が
下
流
部
の
東
西
方
向
へ
の
舟
運
路

を
確
保
す
る
方
策
に
資
す
る
と
考
え
、
暗
礁
に
乗
上
げ

て
い
た
内
務
省
へ
の
桑
名
城
址
売
却
問
題
を
解
決
し
ま

し
た
。

　
一
方
、
椙
村
保
寿
は
三
重
県
会
で
の
活
動
を
通
し
て
、

閘
門
設
置
運
動
に
大
い
に
関
わ
っ
た
こ
と
を
、
さ
ら
に
、

県
職
を
退
職
後
に
諸
戸
清
六
の
会
社
に
入
っ
た
小
池
正

一
が
、
佐
藤
、
椙
村
と
共
に
請
願
書
を
帝
国
議
会
に
提

出
し
た
こ
と
を
記
述
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
請
願
書
に
添
付
さ
れ
た
「…

実
況
陳
述
」

は
、
請
願
書
を
補
強
す
る
「
添
付
資
料
」
で
あ
る
と
推

測
し
ま
し
た
。
次
号
へ
続
く
。

■
参
考
資
料

　『
伊
勢
新
聞
』 

「
三
重
県
臨
時
県
会
議
事
傍
聴
筆
記
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
二
十
年
五
月
二
十
九
日

『
中
部
経
済
新
聞
連
載
　
林
産
王
諸
戸
清
六
伝
』
　

　
連
載
開
始 

昭
和
五
十
三
年
十
一
月
三
日
　
松
岡
譲

『
長
島
町
誌
　
下
巻
』 

　
　
　
　
　
昭
和
五
十
三
年
　
長
島
町
教
育
委
員
会

『
木
曽
岬
町
史
』 

平
成
十
年
　 

　
木
曽
岬
町
役
場

請願書に添付された３カ所の閘門位置を示す図面

第６回帝国議会での請願書の経緯
年　月

①明治26年10月
②同年11月28日

上京の日付
①明治26年10月に椙村保寿が上京して土木局長や内務次官に面談
②佐藤義一郎、小池正一、椙村保寿の３名が、11月28日以前に上京
◎10月～11月28日の間に、佐藤、小池、椙村の３名が上京した。

①『徴効史談』
②伊勢新聞（11月28日）

『徴効史談』

①貴族院請願文書表第２回報
　告第54号
②衆議院請願文書表第214号

第６回帝国議会衆議院議事速
記録第12号

第６回帝国議会衆議院議事速
記録第12号

官報　第3264号

桑名中央図書館蔵椙村名で「木曽揖斐両川間閘門設立請願書」を伊勢新聞社から印刷・発行

貴族院請願委員長・副委員長を互選

①貴族院に紹介議員林宋右衛門が請願書（佐藤義一郎外473名）を提出
②衆議院に紹介議員木村誓太郎が請願書（佐藤義一郎外473名）を提出

衆議院請願委員会報告として、「木曽揖斐両川間閘門設置の件」が他の７件と
共に「参考として政府へ送付すべき請願」に取上げられた。

貴族院の院議中に衆議院が６月２日に解散で、再度の提出となる。

衆議院請願委員会が４回（27日は日曜で休み）開催

同年12月13日

明治27年５月17日

27/5/15

第
６
回
帝
国
議
会

同年５月18日

同年５月25日～29日

同年５月29日

同年６月２日

議会期間 内　容 引　用

さ
だ
き
よ

そ
う
　
　

え

も
ん

せ
い

た

ろ
う
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ち
ま
た
で
は
〝
鬼
〟
が
大
き
な
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
前
に
流
行
し
た
の
が
「
妖
怪
」
で
、
そ
れ
以
前

か
ら
根
強
い
人
気
な
の
が
「
モ
ン
ス
タ
ー
」
で
あ
る
こ

と
か
ら
す
る
と
、
日
本
人
は
こ
う
し
た
「
も
の
の
け
」
が

特
に
好
き
な
よ
う
だ
。
場
所
は
ア
ニ
メ
や
漫
画
に
限
ら

な
い
。
ず
い
ぶ
ん
下
火
に
な
っ
た
と
は
言
え
、
未
だ
に

多
く
存
在
す
る
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
も
、近
い
存
在
だ
ろ
う
。

そ
の
牽
引
役
と
な
っ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
「
梨
の
妖
精
」

を
名
乗
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、「
妖
精
」
も
日
本

人
が
好
き
な
「
も
の
の
け
」
の
一
つ
に
加
わ
っ
て
く
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

　
や
は
り
、
日
本
人
は
こ
う
い
う
得
体
の
し
れ
な
い
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
好
き
な
の
だ
。
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
中
に
は
、

ご
当
地
の
妖
怪
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
も
の
も
多
く
存
在

し
た
。
こ
う
し
た
社
会
現
象
に
ま
で
な
っ
て
い
る
「
も

の
の
け
」
に
つ
い
て
、
意
外
と
そ
の
属
性
に
つ
い
て
知
ら

れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
回
、
木
曽
三

川
流
域
の
〝
鬼
〟
を
と
お
し
て
、
そ
の
背
景
と
し
て
の
古

く
か
ら
続
く
信
仰
を
映
し
出
し
て
い
き
た
い
。

一
． 

〝
鬼
〟
と
は
何
か

　
ま

ず
、
〝
鬼
（
オ

ニ
）
〟
の

語

源

で

あ

る

が
、

「
隠
（
オ

ヌ
・
オ

ン
）
」
か

ら

来

て

い

る

と

さ

れ

る
。「
隠
れ
て
人
の
眼
に
は
見
え
な
い
も
の
」
と
い

う
意
味
合
い
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
昔
話
な
ど
に
登

場
す
る
鬼
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
一
般
的
な
ス
タ
イ
ル

が
、
頭
に
角
が
生
え
、
虎
皮
の
ふ
ん
ど
し
を
履
き
、

手
に
は
金
棒
を
持
っ
て
い
る
姿
で
あ
ろ
う
。
人
々

は
、「
角
」
・
「
虎

皮

の

ふ
ん

ど

し
」
・
「
金

棒
」
と

い
う
三
つ
の
ア
イ
コ
ン
（
符
号
）
に
よ
り
、
〝
鬼
〟

を
〝
鬼
〟
と
し
て
認
識
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

角
の
数
や
肌
の
色
な
ど
に
よ
っ
て
、
複
数
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
も
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
ア
イ
コ

ン
は
、
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
実
は
、
角
と
虎
皮
の
ふ
ん
ど
し
は
、
鬼
門
の
方

向
が
北
東
、
す
な
わ
ち
艮
（
う
し
と
ら
）
の
方
角

に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
来
る
「
牛
」
と
「
虎
」
の
イ

メ
ー
ジ
か
ら
派
生
し
た
モ
チ
ー
フ
な
の
で
あ
る
。

で
は
、
３
つ
目
の
金
棒
は
何
な
の
か
は
、
そ
れ
は

も
う
少
し
後
で
触
れ
た
い
。

　
さ
て
、
今
回
そ
の
〝
鬼
〟
を
取
り
上
げ
る
に
あ

た
っ
て
、
本
誌
（K

IS
S

O

）
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

を
一
通
り
捲
っ
て
み
た
。
本
誌
に
は
民
話
・
伝
承

を
取
り
上
げ
る
ペ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
あ
ま
り
鬼
に

ま
つ
わ
る
話
は
出
て
こ
な
い
。
そ
れ
は
、
川
や
水

を
題
材
と
し
た
話
が
選
ば
れ
て
い
る
か
ら
で
、
決

し
て
木
曽
三
川
流
域
に
〝
鬼
〟
が
生
息
？
し
て
い

な
い
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

二
．
木
曽
三
川
流
域
の
〝
鬼
〟

　
〝
鬼
〟
伝
説
の
事
例
を
全
国
的
に
集
成
し
た
、

若
尾
五
雄
氏
が
著
し
た
『
鬼
伝
説
の
研
究
』
に
は
、

こ
の
地
域
の
鬼
が
い
く
つ
か
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
一
つ
が
全
国
的
に
も
有
名
な
高
賀
山
の

一つ目“鬼”の系譜
桑名市役所市長公室　ブランド推進課　石神 教親

鬼
退
治
伝
説
で
あ
る
。
郡
上
市
、
関
市
、
美
濃
市

に
ま
た
が
る
エ
リ
ア
に
高
賀
六
社
が
あ
り
、
鬼
退

治
伝
承
が
残
る
。
高
賀
山
（
標
高
一
，
二
二
四
ｍ
）

の
山
麓
に
は
、
平
安
時
代
か
ら
社
殿
や
堂
宇
が
あ

ま
た
建
立
さ
れ
、
虚
空
蔵
菩
薩
信
仰
を
特
徴
と
し

た
一
大
修
験
霊
場
で
あ
っ
た
。
高
賀
六
社
と
は
、

高
賀
神
社
（
関
市
：
写
真
１
）
、
星
宮
神
社
（
写
真

２
）
・
新
宮
神
社
・
本
宮
神
社
（
郡
上
市
）
、
瀧
神

社
・
金
峯
神
社
（
美
濃
市
）
で
あ
り
、
江
戸
時
代

か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
「
高
賀
山
六
社
め
ぐ

り
」
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。

　
そ
の
伝
説
と
は
、
山
に
牛
に
似
た
妖
怪
（
鬼
）

が
棲
み
、
村
人
に
危
害
を
加
え
た
の
で
、
勅
命
を

受
け
た
藤
原
高
光
が
粥
川
（
郡
上
市
）
の
鰻
の
案

内
に
よ
っ
て
こ
れ
を
退
治
し
た
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
諸
社
に
多
く
の
縁
起
が
残
り
、
そ
れ
ぞ
れ
多

少
異
な
る
伝
承
を
伝
え
て
い
る
。
興
味
深
い
の
、

鰻
の
案
内
で
鬼
退
治
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ

の
粥
川
で
は
今
で
も
鰻
を
食
べ
な
い
風
習
が
残
さ

鍛冶神図に描かれた“鬼”　〈出典：関鍛冶伝承館蔵〉

写真１　高賀神社

め
く

こ
う
　
か
　
さ
ん

こ  

く
う 

ぞ
う  

ぼ  

さ
つ

し
ん
こ
う

ふ
じ
わ
ら
の
た
か

み
つ

か
ゆ

か
わ

研究資料研究資料
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れ
て
い
る
。
ま
た
若
尾
氏
は
、
高
賀
山
一
帯
が
マ

ン
ガ
ン
鉄
や
水
晶
と
い
っ
た
鉱
石
地
帯
で
あ
る
こ

と
が
、
虚
空
蔵
菩
薩
信
仰
や
鬼
伝
説
に
つ
な
が
る

と
見
て
い
る
。

　
次
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
、
関
の
刀
鍛

冶
の
鍛
冶
場
に
掛
け
ら
れ
た
掛
け
軸
に
描
か
れ
た

〝
鬼
〟
で

あ

る
（
写

真

３
）
。
こ

の

掛

け

軸

は
、

刀
鍛
冶
が
信
仰
す
る
仲
山
金
山
彦
神
社
（
南
宮
大

社
）
の
掛
本
尊
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
仲
山
金
山

彦
神
の
神
像
が
描
か
れ
、
鍛
冶
の
向
か
い
槌
を

〝
鬼
〟
が
打
っ
て
い
る
。

　
こ
の
二
つ
に
共
通
す
る
の
が
鉄
で
あ
る
。
す
る

と
最
初
の
書
い
た
〝
鬼
〟
の
ア
イ
コ
ン
の
三
つ
目

が
こ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。「
鬼
に
金
棒
」

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
に
、
〝
鬼
〟
に
と
っ
て
な
く
て

は
な
ら
な
い
ア
イ
テ
ム
で
あ
る
「
金
棒
」
は
、
こ

の
製
鉄
を
あ
ら
わ
す
暗
喩
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。

三
．
一
つ
目
の
〝
鬼
〟

　
日
本
で
も
っ
と
も
古
い
鬼
の
記
載
か
ら
も
鉄
が

関
係
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。『
出
雲
国
風
土
記
』
の

記
載
で
、「
古
老
の
伝
へ
て
云
は
く
、
昔
或
る
人
、

此
処
に
山
田
佃
り
て
守
り
き
。
尓
の
時
、
目
一
つ

の
鬼
来
て
、
佃
人
の
男
を
食
ひ
き
。
」
と
い
う
も

の
で
、
こ
こ
に
登
場
す
る
〝
鬼
〟
は
一
つ
目
な
の

で
あ
る
。
こ
の
一
つ
目
の
〝
鬼
〟
が
、
天
目
一
箇

命
と
い
う
神
に
関
連
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
天

目
一
箇
命
は
、『
播
磨
国
風
土
記
』
に
も
登
場
す
る

が
、
出
雲
と
播
磨
も
製
鉄
の
盛
ん
な
地
域
で
あ
っ

た
。

　
そ
し
て
、
天
目
一
箇
命
を
祀
る
神
社
が
、
こ
の

地
域
に
あ
る
。
そ
れ
が
多
度
大
社
（
桑
名
市
多
度

町
：
図
１
）
で
あ
る
。
多
度
大
社
の
祭
神
は
、
本

宮
に
祀
ら
れ
て
い
る
天
津
彦
根
命
と
別
宮
「
一
目

連
神
社
」
に
祀
ら
れ
て
い
る
天
目
一
箇
命
で
あ

る
。
こ
の
多
度
大
社
の
別
宮
に
祀
ら
れ
て
い
る
天

目
一
箇
命
も
、
金
属
工
業
の
神
と
さ
れ
て
い
る
。

　
民
俗
学
者
の
堀
田
吉
雄
氏
は
、「
然
る
に
民
俗

学
の
立
場
に
立
っ
て
多
度
神
社
を
民
間
伝
承
の
上

か
ら
考
え
て
み
る
と
、
一
目
連
が
正
に
最
初
の
地

主
神
で
あ
る
こ
と
に
略
間
違
い
は
な
い
で
あ
ろ

う
。
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
多
度
大
社
の
神

威
と
し
て
現
れ
て
く
る
も
の
は
、
天
目
一
箇
命
に

由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
つ
は
農
民
に
慈
雨
を

与
え
る
雨
乞
い
の
神
で
あ
り
、
次
に
は
漁
民
や
船

を
扱
う
人
々
に
と
っ
て
は
遭
難
か
ら
身
を
守
る
風

の
神
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
そ
こ
へ
鍛
治
神
と
し
て

の
信
仰
も
加
わ
っ
た
と
す
る
（
堀
田
一
九
五
二
）
。

　
雨
乞
い
の
神
と
風
の
神
と
い
う
性
格
は
、
参
る

人
に
よ
っ
て
雨
を
願
っ
た
り
、
晴
れ
を
願
っ
た

り
、
ま
っ
た
く
正
反
対
の
願
を
掛
け
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
天
候
を
司
る
神
と
し
て
の
多
度
の
神
を

よ
く
表
し
て
お
り
、
そ
の
神
威
に
対
す
る
畏
怖
が

信
仰
の
背
景
と
し
て
存
在
し
た
と
言
え
る
。

　
そ
し
て
、
風
の
神
と
鍛
冶
の
神
と
い
う
多
度
の

神
の
性
格
を
整
合
的
に
捉
え
た
の
が
小
島
瓔
禮
氏

で
「
そ
の
風
神
の
霊
威
と
鍛
冶
の
技
術
を
結
び
つ

け
た
の
は
、
金
属
を
溶
か
す
の
に
必
要
な
強
い
火

を
生
み
出
す
た
め
の
風
の
力
を
つ
く
る
、
フ
イ
ゴ

に
あ
っ
た
と
私
は
考
え
る
。
」
と
す
る
。
そ
し
て
、

風
の
神
で
あ
る
天
目
一
箇
命
が
、
な
ぜ
一
つ
目
な

の
か
に
つ
い
て
は
、
旋
風
や
竜
巻
な
ど
の
自
然
現

象
の
観
察
か
ら
、
中
心
に
空
洞
の
眼
が
あ
る
こ
と

を
認
識
し
て
い
た
こ
と
か
ら
で
あ
ろ
う
と
す
る

（
小
島
二
〇
〇
九
）
。

　
こ
れ
ま
で
、
鍛
冶
の
神
が
な
ぜ
一
つ
目
な
の
か

と
い
う
説
明
に
「
鉄
の
鋳
造
や
鍛
造
す
る
際
に
火

花
が
飛
び
散
り
そ
れ
が
目
に
入
っ
て
片
目
に
な
る

人
も
あ
っ
た
」
と
か
、「
タ
タ
ラ
の
火
を
ず
っ
と
見

て
い
た
こ
と
で
目
の
視
力
を
失
っ
た
か
ら
」
と

い
っ
た
解
釈
も
さ
れ
て
き
た
が
、
小
島
氏
の
説

は
、
風
の
神
と
し
て
の
多
度
の
神
が
な
ぜ
一
つ
目

な
の
か
、
そ
し
て
そ
こ
に
鍛
冶
の
神
と
し
て
の
性

格
が
加
わ
っ
た
経
緯
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
見

解
で
あ
り
積
極
的
に
賛
同
し
た
い
。

　
話
を
『
風
土
記
』
に
も
ど
そ
う
。
天
目
一
箇
命

へ
の
信
仰
が
出
雲
や
播
磨
に
あ
っ
た
と
す
る
と
、

多
度
に
お
け
る
天
目
一
箇
命
へ
の
信
仰
と
い
う
も

の
が
、
こ
の
地
に
お
い

て
自
然
発
生
的
に
生
ま

れ
た
信
仰
で
は
な
く
、

他
所
か
ら
持
ち
込
ま
れ

た
信
仰
で
あ
っ
た
と
い

う

こ

と

に

な

る
。
で

は
、
一
体
ど
こ
か
ら
移

入
さ
れ
た
の
か
。
そ
の

手

掛

か

り

と

な

る

の

が
、
多
度
大
社
が
所
蔵

し
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
『
多
度
神

宮
寺
伽
藍
縁
起
幷
資
財

帳
』
で
、
神
宮
寺
の
宝

物

や

寺

領

が

列

記

さ

れ
、
神
宮
寺
建
立
の
経

緯
が
細
か
く
ま
と
め
ら

れ

て

い

る
。
そ

の

中

で
、「
多

治

比

辺

里

田

代
并
山
一
所
在
寺
前
」

と
い
う
記
載
が
あ
る
。
神
社
周
辺
に
、「
多
治
比

辺
里
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
多
治
比
氏
は

古
代
の
有
力
氏
族
で
あ
り
、
丹
比
氏
と
も
書
く
。

そ
の
根
拠
地
が
河
内
国
丹
比
郡
で
あ
り
、
こ
こ
は

河
内
鋳
物
師
の
源
流
と
な
っ
た
場
所
で
も
あ
る
。

直
接
、
河
内
国
と
繋
が
っ
て
い
た
の
か
、
中
央
を

介
し
て
の
関
係
だ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
多
度
と
鍛
冶
の
つ
な
が
り
を
繙

く
重
要
な
カ
ギ
と
思
わ
れ
る
。

　
な
お
、
南
宮
大
社
の
金
山
彦
命
と
天
目
一
箇
命

は
、
同
じ
製
鉄
に
関
わ
る
神
と
し
て
同
一
神
と
見

る
説
も
あ
る
。
中
に
は
、
二
神
を
一
緒
に
祀
る
神

社
も
存

在
す
る
。
多

度
に
は
〝
鬼
〟
の
伝
説

は

残
っ
て
い
な
い
が
、
巨
人
伝
説
が
あ
る
。
こ
の
巨

人
も
製
鉄
と
の
関
り
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て

は
別
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
（
石
神
二
〇
一
九
）
。

四
．
お
わ
り
に

　
「
神

出

鬼

没
」「
神

工

鬼

斧
」「
神

算

鬼

謀
」
と

い
っ
た
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
神
と
〝
鬼
〟
は
近

し
い
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
古
く
に
は
、
神
と

〝
鬼
〟
の
境
界
は
あ
い
ま
い
で
あ
っ
た
。『
風
土

記
』
の
記
載
が
そ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
こ
の
地
域
の
〝
鬼
〟
を
見
て
行
く
と
、
そ
こ
に

は
製
鉄
と
の
関
り
が
見
る
こ
と
が
で
き
、
多
度
大

社
別
宮
一
目
連
神
社
の
祭
神
で
あ
る
天
目
一
箇
命

は
、
風
の
神
で
あ
り
鉄
の
神
で
も
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
別
の
側
面
と
し
て
畏
怖
の
対
象
と
し
て
〝
鬼
〟

と
も
見
ら
れ
て
『
出
雲
国
風
土
記
』
に
も
登
場
す

る
。
天
目
一
箇
命
は
、
古
く
か
ら
日
本
に
伝
わ
る

信
仰
の
一
つ
を
現
す
神
だ
っ
た
と
言
え
る
の
で
あ

る
。■
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２
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史
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と
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ち

も
く

れ
ん
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ゆ
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た
　
　ど
　
じ
ん

た
　

じ
　
　
ひ
　

べ
の
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と
、
た

し
ろ
な
ら
び
に

や
ま
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っ
し
ょ
、
　
　
て
ら
ま
え
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あ
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が
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ち
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く
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じ

ひ

ぐ
ん
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れ
て
い
る
。
ま
た
若
尾
氏
は
、
高
賀
山
一
帯
が
マ

ン
ガ
ン
鉄
や
水
晶
と
い
っ
た
鉱
石
地
帯
で
あ
る
こ

と
が
、
虚
空
蔵
菩
薩
信
仰
や
鬼
伝
説
に
つ
な
が
る

と
見
て
い
る
。

　
次
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
、
関
の
刀
鍛

冶
の
鍛
冶
場
に
掛
け
ら
れ
た
掛
け
軸
に
描
か
れ
た

〝
鬼
〟
で

あ

る
（
写

真

３
）
。
こ

の

掛

け

軸

は
、

刀
鍛
冶
が
信
仰
す
る
仲
山
金
山
彦
神
社
（
南
宮
大

社
）
の
掛
本
尊
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
仲
山
金
山

彦
神
の
神
像
が
描
か
れ
、
鍛
冶
の
向
か
い
槌
を

〝
鬼
〟
が
打
っ
て
い
る
。

　
こ
の
二
つ
に
共
通
す
る
の
が
鉄
で
あ
る
。
す
る

と
最
初
の
書
い
た
〝
鬼
〟
の
ア
イ
コ
ン
の
三
つ
目

が
こ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。「
鬼
に
金
棒
」

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
に
、
〝
鬼
〟
に
と
っ
て
な
く
て

は
な
ら
な
い
ア
イ
テ
ム
で
あ
る
「
金
棒
」
は
、
こ

の
製
鉄
を
あ
ら
わ
す
暗
喩
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。

三
．
一
つ
目
の
〝
鬼
〟

　
日
本
で
も
っ
と
も
古
い
鬼
の
記
載
か
ら
も
鉄
が

関
係
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。『
出
雲
国
風
土
記
』
の

記
載
で
、「
古
老
の
伝
へ
て
云
は
く
、
昔
或
る
人
、

此
処
に
山
田
佃
り
て
守
り
き
。
尓
の
時
、
目
一
つ

の
鬼
来
て
、
佃
人
の
男
を
食
ひ
き
。
」
と
い
う
も

の
で
、
こ
こ
に
登
場
す
る
〝
鬼
〟
は
一
つ
目
な
の

で
あ
る
。
こ
の
一
つ
目
の
〝
鬼
〟
が
、
天
目
一
箇

命
と
い
う
神
に
関
連
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
天

目
一
箇
命
は
、『
播
磨
国
風
土
記
』
に
も
登
場
す
る

が
、
出
雲
と
播
磨
も
製
鉄
の
盛
ん
な
地
域
で
あ
っ

た
。

　
そ
し
て
、
天
目
一
箇
命
を
祀
る
神
社
が
、
こ
の

地
域
に
あ
る
。
そ
れ
が
多
度
大
社
（
桑
名
市
多
度

町
：
図
１
）
で
あ
る
。
多
度
大
社
の
祭
神
は
、
本

宮
に
祀
ら
れ
て
い
る
天
津
彦
根
命
と
別
宮
「
一
目

連
神
社
」
に
祀
ら
れ
て
い
る
天
目
一
箇
命
で
あ

る
。
こ
の
多
度
大
社
の
別
宮
に
祀
ら
れ
て
い
る
天

目
一
箇
命
も
、
金
属
工
業
の
神
と
さ
れ
て
い
る
。

　
民
俗
学
者
の
堀
田
吉
雄
氏
は
、「
然
る
に
民
俗

学
の
立
場
に
立
っ
て
多
度
神
社
を
民
間
伝
承
の
上

か
ら
考
え
て
み
る
と
、
一
目
連
が
正
に
最
初
の
地

主
神
で
あ
る
こ
と
に
略
間
違
い
は
な
い
で
あ
ろ

う
。
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
多
度
大
社
の
神

威
と
し
て
現
れ
て
く
る
も
の
は
、
天
目
一
箇
命
に

由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
つ
は
農
民
に
慈
雨
を

与
え
る
雨
乞
い
の
神
で
あ
り
、
次
に
は
漁
民
や
船

を
扱
う
人
々
に
と
っ
て
は
遭
難
か
ら
身
を
守
る
風

の
神
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
そ
こ
へ
鍛
治
神
と
し
て

の
信
仰
も
加
わ
っ
た
と
す
る
（
堀
田
一
九
五
二
）
。

　
雨
乞
い
の
神
と
風
の
神
と
い
う
性
格
は
、
参
る

人
に
よ
っ
て
雨
を
願
っ
た
り
、
晴
れ
を
願
っ
た

り
、
ま
っ
た
く
正
反
対
の
願
を
掛
け
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
天
候
を
司
る
神
と
し
て
の
多
度
の
神
を

よ
く
表
し
て
お
り
、
そ
の
神
威
に
対
す
る
畏
怖
が

信
仰
の
背
景
と
し
て
存
在
し
た
と
言
え
る
。

　
そ
し
て
、
風
の
神
と
鍛
冶
の
神
と
い
う
多
度
の

神
の
性
格
を
整
合
的
に
捉
え
た
の
が
小
島
瓔
禮
氏

で
「
そ
の
風
神
の
霊
威
と
鍛
冶
の
技
術
を
結
び
つ

け
た
の
は
、
金
属
を
溶
か
す
の
に
必
要
な
強
い
火

を
生
み
出
す
た
め
の
風
の
力
を
つ
く
る
、
フ
イ
ゴ

に
あ
っ
た
と
私
は
考
え
る
。
」
と
す
る
。
そ
し
て
、

風
の
神
で
あ
る
天
目
一
箇
命
が
、
な
ぜ
一
つ
目
な

の
か
に
つ
い
て
は
、
旋
風
や
竜
巻
な
ど
の
自
然
現

象
の
観
察
か
ら
、
中
心
に
空
洞
の
眼
が
あ
る
こ
と

を
認
識
し
て
い
た
こ
と
か
ら
で
あ
ろ
う
と
す
る

（
小
島
二
〇
〇
九
）
。

　
こ
れ
ま
で
、
鍛
冶
の
神
が
な
ぜ
一
つ
目
な
の
か

と
い
う
説
明
に
「
鉄
の
鋳
造
や
鍛
造
す
る
際
に
火

花
が
飛
び
散
り
そ
れ
が
目
に
入
っ
て
片
目
に
な
る

人
も
あ
っ
た
」
と
か
、「
タ
タ
ラ
の
火
を
ず
っ
と
見

て
い
た
こ
と
で
目
の
視
力
を
失
っ
た
か
ら
」
と

い
っ
た
解
釈
も
さ
れ
て
き
た
が
、
小
島
氏
の
説

は
、
風
の
神
と
し
て
の
多
度
の
神
が
な
ぜ
一
つ
目

な
の
か
、
そ
し
て
そ
こ
に
鍛
冶
の
神
と
し
て
の
性

格
が
加
わ
っ
た
経
緯
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
見

解
で
あ
り
積
極
的
に
賛
同
し
た
い
。

　
話
を
『
風
土
記
』
に
も
ど
そ
う
。
天
目
一
箇
命

へ
の
信
仰
が
出
雲
や
播
磨
に
あ
っ
た
と
す
る
と
、

多
度
に
お
け
る
天
目
一
箇
命
へ
の
信
仰
と
い
う
も

の
が
、
こ
の
地
に
お
い

て
自
然
発
生
的
に
生
ま

れ
た
信
仰
で
は
な
く
、

他
所
か
ら
持
ち
込
ま
れ

た
信
仰
で
あ
っ
た
と
い

う

こ

と

に

な

る
。
で

は
、
一
体
ど
こ
か
ら
移

入
さ
れ
た
の
か
。
そ
の

手

掛

か

り

と

な

る

の

が
、
多
度
大
社
が
所
蔵

し
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
『
多
度
神

宮
寺
伽
藍
縁
起
幷
資
財

帳
』
で
、
神
宮
寺
の
宝

物

や

寺

領

が

列

記

さ

れ
、
神
宮
寺
建
立
の
経

緯
が
細
か
く
ま
と
め
ら

れ

て

い

る
。
そ

の

中

で
、「
多

治

比

辺

里

田

代
并
山
一
所
在
寺
前
」

と
い
う
記
載
が
あ
る
。
神
社
周
辺
に
、「
多
治
比

辺
里
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
多
治
比
氏
は

古
代
の
有
力
氏
族
で
あ
り
、
丹
比
氏
と
も
書
く
。

そ
の
根
拠
地
が
河
内
国
丹
比
郡
で
あ
り
、
こ
こ
は

河
内
鋳
物
師
の
源
流
と
な
っ
た
場
所
で
も
あ
る
。

直
接
、
河
内
国
と
繋
が
っ
て
い
た
の
か
、
中
央
を

介
し
て
の
関
係
だ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
多
度
と
鍛
冶
の
つ
な
が
り
を
繙

く
重
要
な
カ
ギ
と
思
わ
れ
る
。

　
な
お
、
南
宮
大
社
の
金
山
彦
命
と
天
目
一
箇
命

は
、
同
じ
製
鉄
に
関
わ
る
神
と
し
て
同
一
神
と
見

る
説
も
あ
る
。
中
に
は
、
二
神
を
一
緒
に
祀
る
神

社
も
存

在
す
る
。
多

度
に
は
〝
鬼
〟
の
伝
説

は

残
っ
て
い
な
い
が
、
巨
人
伝
説
が
あ
る
。
こ
の
巨

人
も
製
鉄
と
の
関
り
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て

は
別
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
（
石
神
二
〇
一
九
）
。

四
．
お
わ
り
に

　
「
神

出

鬼

没
」「
神

工

鬼

斧
」「
神

算

鬼

謀
」
と

い
っ
た
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
神
と
〝
鬼
〟
は
近

し
い
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
古
く
に
は
、
神
と

〝
鬼
〟
の
境
界
は
あ
い
ま
い
で
あ
っ
た
。『
風
土

記
』
の
記
載
が
そ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
こ
の
地
域
の
〝
鬼
〟
を
見
て
行
く
と
、
そ
こ
に

は
製
鉄
と
の
関
り
が
見
る
こ
と
が
で
き
、
多
度
大

社
別
宮
一
目
連
神
社
の
祭
神
で
あ
る
天
目
一
箇
命

は
、
風
の
神
で
あ
り
鉄
の
神
で
も
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
別
の
側
面
と
し
て
畏
怖
の
対
象
と
し
て
〝
鬼
〟

と
も
見
ら
れ
て
『
出
雲
国
風
土
記
』
に
も
登
場
す

る
。
天
目
一
箇
命
は
、
古
く
か
ら
日
本
に
伝
わ
る

信
仰
の
一
つ
を
現
す
神
だ
っ
た
と
言
え
る
の
で
あ

る
。■
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と
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、
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が
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写真２　星宮神社

写真３　鍛冶神図　〈出典：関鍛冶伝承館蔵〉

図１『東海道名所図会』に描かれた多度大社
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夕
べ
が
池
と
円
鏡
寺
　（
北
方
町
柱
本
）

　
北
方
町
の
東
の
端
、
岐
阜
市
と
の
境
に
あ
る
夕
べ
が
池
に
は
、
千
年
よ
り
前
に
弘
法

大
師
さ
ま
が
お
建
て
に
な
っ
た
と
い
う
円
鏡
寺
に
ま
つ
わ
る
伝
承
が
い
く
つ
も
残
っ
て

い
ま
す
。

　
円
鏡
寺
の
宝
物
と
さ
れ
て
い
る
紺
紙
金
泥
の
大
般
若
経
は
、
夕
べ
が
池
の
な
か
か
ら
、

お
経
を
く
わ
え
た
大
き
な
牛
が
現
れ
て
、
お

寺
の
和
尚
さ
ん
に
届
け
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
牛
は
来
た
道
を
戻
っ
て
、
夕
べ
が
池

に
入
っ
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。

　
円
鏡
寺
に
は
、
夕
べ
が
池
か
ら
浮
か
ん
で
き
た

水
の
玉
が
あ
っ
て
、
日
照
り
で
困
っ
た
と
き
は
、

こ
の
玉
を
拝
む
と
雨
が
降
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
こ

の
玉
は
池
か
ら
浮
か
ん
で
き
た
と
き
に
は
、
ポ
ヤ
ポ

ヤ
し
た
軟
ら
か
い
玉
で
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
硬
く
な
っ

て
今
の
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
。

　
円
鏡
寺
の
境
内
に
弁
財
天
を
祀
る
た
め
池
を
掘
る
こ
と
と

な
り
、
人
夫
が
一
鍬
打
ち
こ
む
と
、
地
中
か
ら
目
も
く
ら
む
ば
か
り
の
光
が
放
た
れ
、
み

な
め
ま
い
し
て
卒
倒
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
し
ば
ら
く
し
て
み
ご
と
な
明
鏡
が
現
わ

れ
る
と
、
見
る
間
に
立
派
な
池
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
ゆ
え
に
、
こ
の
寺
を
池
鏡
山
円

鏡
寺
と
称
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

出
典
：
『
北
方
町
史
　
通
史
編
』
　
昭
和
五
十
七
年
　
北
方
町

　
　
　
『
濃
飛
史
譚
』
　
昭
和
四
十
二
年
　
岐
阜
県
人
協
会
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北
方
町

清
ら
か
な
湧
水
を
湛
え
る

　
伝
説
の
宝
庫
　
夕
べ
が
池

北
方
町

清
ら
か
な
湧
水
を
湛
え
る

　
伝
説
の
宝
庫
　
夕
べ
が
池

木曽三川　歴史・文化の調査研究資料

1

地
　

域
　

の
　

歴
　

史

糸
貫
川
と
東
山
道
の
池
に
建
つ
円
鏡
寺

5

歴

　
史

　
記

　
録

船
頭
平
閘
門
建
設
の
経
緯
と
幻
の
閘
門
　
第
二
編

閘
門
設
置
の
請
願
に
向
け
て

8

研

　
究

　
資

　
料

一
つ
目
〝
鬼
〟
の
系
譜

桑
名
市
役
所
市
長
公
室
　
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
　
石
神 

教
親

3

地
域
の
治
水
・
利
水

河
川
と
公
園
を
一
体
化
し
た
清
流
平
和
公
園

『夕べが池』
　　夕べが池は、水辺の環境に恵まれ岐阜県の名水50選に選ばれており、また深い沼地が一晩（夕べ）にしてすっかり池に変わったと
　いう伝説が残っています。 現在は、夕べが池自然公園として散策路や四阿が整備され、休日には家族連れなどで賑わっています。

船ちゃんのこぼれ話 第十二話
ふね

「煉瓦の積み方あれこれ」
　船頭平閘門は、約180万個の煉瓦を積み上げ造られています。その煉瓦の積み方は、明治

初期はフランス積（正式にはフランドル積）が主流でしたが、次第にイギリス積が増え、明治

20（1887）年頃からはイギリス積が主流となっていきました。イギリス積は、フランス積よ

りも、作業が簡単で丈夫とされたことから、明治後半頃は土木工事において標準の工法とされ

ていました。

　フランス積（写真1）は、横一列の段に、煉瓦の長手（ながて）と小口（こぐち）が交互に並

んでいます。一方、イギリス積（写真2）は、長手の段、その下に小口の段という積み方です。

よく、フランス積は「ツー・テン・ツー・テン」、イギリス積は「ツー・ツー（次の段で）テン・

テン」という様に言われたりします。他にも、アメリカ積、ドイツ積など色々な積み方がある

のですが、今回は、イギリス十字積（旧オランダ積：写真3）を紹介します。

　この積み方は、イギリス積に似ているのですが、角の処理が少し違うのと、長手の段の目地

が半分ずつずれている（写真2、3の赤線参照）のが特徴です。日本では、菅島灯台付属官舎（明

治６（1873）年築）・石井閘門（明治13（1880）年築）・旧日本毛織加古川事務所倉庫（大正

11（1922）年築）など数点しか現存していない珍しい積み方です。もともとオランダで主流

の積み方で、アムステルダムではほとんどがこの積み方だそうです。石井閘門は、ファン・

ドールンの設計で、職工長は、オランダ人技師でしたので、その影響があるのかもしれません。

　では、船頭平閘門の積み方は？現地にお越しの際には、ぜひ考えてみて下さい。

写真1　横須賀市猿島　東京湾要塞跡

　　　　（明治 14～17年築）

長手長手 小口小口

写真2　工部省品川硝子製造所

　（現在は明治村に移築：明治10年頃築）

写真3　菅島灯台付属官舎

（現在は明治村に移築：明治14～17年築）


